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銚子・円福寺コレクション
近代日本画展

北斎の弟子 昇亭北寿
—洋風風景画の展開—

H28年度 城西国際大学
後期　コミュニティカレッジ

城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
シニア・ウエルネス担当　☎0475-55-7685
受付時間：月曜日～金曜日　9：00 ～17：00（祝祭日除く）

城西国際大学 水田美術館
〒283-8555 千葉県東金市求名1番地
☎0475-53-2562
http://jiu.ac.jp/museum/

※他にも沢山の講座をご用意してありますのでお気軽にお問い合わせください。

www.jiu.ac.jp
城西国際大学から読者の方へ
耳より情報をお届けします

小川千甕《水郷春色》絹本着色、
大正（1912〜26）後期、円福寺蔵

《上総九十九里地引網大漁猟正写之図》大判錦絵、文化（1804〜18）前期、慶應義塾蔵

開館時間：10:00 ～ 16:00
休館日：日曜・月曜日（11月6、7日は開館）
入館無料：一般300円、高校生以下無料

展覧会のお知らせ

講　座　名 講　師 定員 曜日 日　程 受講料

切り絵アート講座 日本きりえ協会
井上　瑞穂 先生 10名 月 10/3、17、11/21、12/5、19

全5回　10:00 ～12:00
1回　1,000円
（別途材料費）

押し花講座 ふしぎな花クラブ　インストラクタ－　
森川　友子 先生 20名 水 10/12、26、11/9、22、12/7、21

全6回　　10:00 ～11:30
1回　1,000円
（別途材料費）

戦後日本史と憲法事始め
判例で読む日本史

東京外国語大学講師
山本　英嗣 先生 30名 火 10/4、18、25、11/1、15、29、12/13、1/10

全8回　13:00 ～14:30 1回　1,000円

ニュージーランドの歴史と法 東京外国語大学講師
山本　英嗣 先生 30名 火 10/4、18、25、11/1、15、29、12/13、1/10

全8回　15:00 ～16:00 1回　1,000円

銅版画 たまあ－と創作工房 主宰
こまちだ たまお 先生 15名 月 11/28　1回

10:00 ～15:00
3,000円　

（材料費1,300円別途）

ドローイング（観察画） たまあ－と創作工房 主宰
こまちだ たまお 先生 15名 火 12/5　1回

10：00 ～12：00
3,000円

（材料代含む）

リンパ美容セミナー それいゆサロン　
白藤　友子 先生 20名 火

10/4、18、25、11/15、22、
12/6、13　全7回

10:00 ～11:30

1回 1,000円
（クリーム代600円別

途）

飯沼観音として知られる銚子の円福
寺には、第 42 世住職が大正期から
昭和 30 年代にかけて収集した近代
日本画が数多く所蔵されています。
野田九浦や小川千甕らの新南画風の
山水画、小川芋銭の俳味ある水墨画
など、寺外では初公開となる名品の
数々をお楽しみください。

昇亭北寿は、名所絵ブーム以前に、洋風風景画を専門的に制作した
ユニークな浮世絵師。透視図法、陰影法を使用し、地平線が低く沸
き立つ雲が印象的な作品を制作しました。つゆ草や本藍による青の
色調、ぼかし表現など、おなじみの北斎・広重の作品とはひと味違う、
新たな風景版画との出会いをお楽しみください。

▶ 9月20日［火］〜
　10月15日［土］

▶11月5日［土］〜12月3日［土］

関連企画
▶ギャラリートーク（展示解説）
10月3日［土］、10日［土］  13:30〜

関連企画
▶講演会 11月12日［土］　13:20〜14:50　

「浮世絵風景画史における昇亭北寿」
大久保純一氏（国立歴史民俗博物館教授）
図書館3階プレゼンテーションホールにて　＊聴講無料／要予約
▶ギャラリートーク（展示解説）11月19日［土］、26［土］　13:30〜
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『ときめき』はここに置いてあります（順不同）

市内
市役所
図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
トレーニングセンター
みのりの郷 東金
東金青年の家
金融機関・JA各支所
郵便局
JR東金駅
千葉県農業大学校
東金高校
東金商業高校
千葉学芸高校
おかしのたいよう
ブーランジェール
リトルチャイナ豊
古志川
東京庵
ルバーブ
八鶴亭
セーブオン北幸谷店
㈲みや川
松半
カスミ東金押堀店
GS小野ゼネラル

日吉台クリニック
岸本医院
原医院
西田医院
田波整形外科医院
岩佐産婦人科
山本整骨院
山田歯科
大木歯科
木村歯科
東城歯科医院
村井歯科
レイクサイド歯科
東千葉CC
新千葉CC
エストーレホテル
城西国際大学
ショップカリヨン
地域生活センターゆりの木
パラメディカル
街波通信社
東金印刷
玉子屋
角栄ホームズ
東金青果市場

シャトレーゼ
デニーズ
夢庵
ガスト
ココス
ジョナサン
住センター 21（家徳）
桜田工務店
パティオ（にしきの園）
しいの木
ポラーノ広場
千葉県木材市場協同組合
サンピア
太平堂
小川屋味噌店（バイパス）
鍋店酒店
西川園
湖月堂
カルチャープラザ涼風
U-BOX
ときがね幼稚園
福屋書店
川嶋商店
東千葉メディカルセンター
中央クリニック
東葉クリニック
浅井病院

市外
さんむ医療センター
丸正木材工業
FPプロジェクトチーム
▼九十九里町
中央公民館
寿和楽工房
つくも学遊館
サンライズ九十九里
望月定子美術館
▼大網白里市
アートギャラリー古屋敷
中部コミュニティセンター

▼山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
ファミリーロッジ旅籠屋九十九里店
松尾IT保健福祉センター（図書館）
寒菊銘醸
オライはすぬま
守屋酒造
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東文化会館のぎくプラザ
JR成東駅
成東観光案内所

中央公民館
菊屋本店
JR大網駅
季美の森GC
アートエディター
セレモニーホール大網
まちづくりサポートセンター
▼八街市
中央公民館
▼芝山町
芝山古墳・はにわ博物館
航空科学博物館
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内容が変更になる場合があります 東金文化会館イベント

散歩道

▶P4 ▶P11

表紙　あづみの探検隊
　長野県安曇野市で行われるキャンプ事業

「あづみの探検隊」は平成7年から始まり、
約20年の長きにわたります。本事業では、
安曇野の豊かな自然に触れ、そば打ちや農
業収穫体験などを行っています。
　この事業が縁で平成27年には東金市と
安曇野市で友好都市締結式が行われ、より
一層両市の絆が深まりました。

2城西国際大学ニュースレター
4東金文化会館イベント情報
6山武市文化会館イベント情報
8イベント＆タウン情報

インフォメーション

11 散歩道「手塚治虫と真忠組」

15 とうがね歴史ばな史

16 リーフノベル「秋の旅」高安義郎

17 ポエムの窓「老年」高安義郎

18 子どもの本箱 第 55 回 佐藤真理

19 学びの扉  第 4 回 丘山小学校

好評連載

20 サークル情報 市内公民館編

23 気になる街角

24 読者プレゼント

お楽しみページ ※�記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

秋の観察会　成東・東金食虫植物群落　☎0475-82-4871　成東・東金食虫植物群落を守る会　http://plants.sammu.info/
食虫植物をはじめとする様々な貴重な植物が生息する。ボランティアガイドの人たちが解説してくれる。
10月23日（日）午前10時～　管理棟前（受付午前9時30分から）参加費無料　小雨決行3

syogai
線



お問い合わせは ☎0475-55-6211
 http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

①�QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、右のQRコードを読取ってください。
②�メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③�メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※�携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
携帯メルマガ配信中！

メルマガ会員特典ありメル
マガ

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

【出演】
東京キネマ・ジャズトリオ
Drums:大坂昌彦	 Piano:片倉真由子
Bass:パット・グリン	 Vocal：グレース マーヤ

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサート −秋2−
東金ホワイエ クラシック
竹山愛＆Friends モーニングコンサート

第7回 東金市小・中学校音楽発表会
～ひびけ!! きらめけ!!東金っ子ハーモニー～

デビュー45周年記念
研ナオコ LOVE・LIFE・LIVE 2015 ～2016
～雨のち晴れ、ときどき涙～

週末の午前のひととき、爽やかなクラシックの調べをお届けします。
【予定曲目】　A.ピアソラ:タンゴの歴史、G.フォーレ:シシリエンヌ　他
【出演】

 ☆ドリンク＆スイーツコーナー（有料）ございます。

11
19
（土）

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサート −秋1−

東金 キネマジャズ JAZZ CINEMA FANTASY第32回　つくも合唱祭

第51回 山武郡市吹奏楽祭

10
14
（金）

19：00開演　ホール特設ステージ（200席限定）
全席自由　2,000円
チケットプレイガイド　A ～I　※販売状況にご注意ください
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

－カクレクマノミのキャラクターたちが活躍する
アニメ『ファインディング・ニモ』の続編－

すぐに何でも忘れてしまう、ニモの大親友ナンヨ
ウハギのドリーは、ある日子供のころの思い出が
よみがえり、一念発起して家族を捜す旅に出るこ
とを決意します。おっちょこちょいなドリーを心
配したニモは、父親マーリンを説得してドリーの
旅へ同行します。

11
5
（土）

①10:00 ～　②12:30 ～　③14:50 ～　④17:00 ～
小ホール（上映時間97分）　全席自由　当日券のみ
一般（高校生以上）	 1,300円　→　割引券持参1,100円
シニア（60歳以上）	 1,100円　→　割引券持参1,000円
小人（3歳以上中学生以下）　1,000円　→　割引券持参　800円

10：30開演　大ホールホワイエ（150席限定）
全席自由　1,500円　　チケットプレイガイド　A ～I　好評発売中
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

主催：東金市教育委員会・東金市小中学校校長会
（公財）東金文化・スポーツ振興財団
主幹：東金市音楽研究部

11
9
（水）

12：15開演
大ホール

10

11

16

6

（日）

（日）

12：30開演　大ホール

10：00開演　大ホール

共催事業
映画 「ファインディング・ドリー」

しっとりと優しい歌声で聴衆を魅了する、
45周年記念のステージ。

10
23
（日）

15：00開演　大ホール
全席指定　5,500円
チケットプレイガイド　Jのみ　残券僅少  ※販売状況にご注意ください
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

【予定曲目】
◦マイ・フェイヴァリット・シングス 
　『サウンド・オブ・ミュージック』 より
◦虹の彼方に 『オズの魔法使』 より　他
☆ドリンク＆スイーツコーナー（有料）
　ございます。

爽やかな秋空のもと開催される「つくも合唱祭」。
楽しく和やかな雰囲気があふれ、幾とおりもの
ハーモニーが響き渡ります。
会場のみなさんと歌うコーナーもありますので、
ご一緒に楽しんでみてはいかがでしょうか。

山武郡市内の中学校から一般まで、
幅広い年齢の団体が出演します。
半世紀受け継がれてきた、地元の吹奏楽の
祭典に、ぜひご来場ください！

入場無料

入場無料

入場無料

東金市内の小・中学校全13校が集い、
合唱、合奏、金管合奏、吹奏楽、
アンサンブルなど様々な編成で演奏
します。
各校の代表生徒による力強い演奏を
お楽しみください。

 第26回日本管打楽器コンクール第1位
 第79回日本音楽コンクール第1位

大柴拓（ギター）竹山愛（フルート）二見麻衣子（ソプラノ）

©2016Disney/Pixar.All Rights Reserved.

湖畔の観月会（十三夜）　☎0475-50-1142（東金市商工観光課内）東金市観光協会　http://www/toganekanko.jp/
八鶴湖畔を会場として行われる秋の観光イベント。今年の十三夜は10月13日（木）です。

抱朴（ほうぼく）会によるお茶会やお囃子演奏、プロジェクションマッピングなどが予定されています。詳細は観光協会ホームページをご確認ください。 44



東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※ プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700

Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2111
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ 丸越楽器横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ MIN-ON インフォメーションセンター ☎ 03-3226-9999
Ｋ Ｒｏ- On チケット ☎ 047-365-9960

プレゼント

【出演】
劇団サンブステップス Members

有名ミュージカルのナンバーから
お子様も楽しめる、
盛りだくさんのステージをお届け
します！

九十九里在住の夫婦アコースティックデュオ
「かのんぷ♪」が贈る、家族や大切な人と
聴きたいハートフルサウンド♪

【出演】
かのんぷ♪ 中村里衣・中村大介
ヴァイオリン　渡邊達徳・森下由貴
ヴィオラ　佐藤彩音／チェロ　三原香璃
パーカッション　中丸達也
ギター　大和田亮／ベース　阪谷直己

和太鼓フェスティバル in東金Ⅱ

2015年NHK紅白歌合戦で好評を博した島津亜矢。
天性の歌唱力に加え表現力も進化し
演歌ファンを唸らせます。
好評の歌謡浪曲シリーズもお楽しみに！

桐朋学園大学出身の5人による打楽器
アンサンブルのコンサート。東金文化
会館主催アウトリーチ学校コンサート
では市内の小学校にて公演を行いまし
た。打楽器のオリジナルからクラシッ
ク、ポップスまで幅広く演奏します。

共催事業
2016 AUTUMN THANKS CONCERT
サンブ 秋の感謝祭

11
26
（土）

開演　1回目15：00　2回目18：30
ホール特設ステージ
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　A

コーラスに包まれる午後のひととき、ハートウォーミング・コンサート。
クリスマスに聴きたい名曲の数々をお届けします。

12
23
（金・祝）

14：30開演　大ホール
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　A ～I　好評発売中

開演　1回目11：30 ／2回目15：30
大ホール
全席指定
 S席6,500円　チケットプレイガイド　A～I・K
A席5,000円　チケットプレイガイド　A・K
小・中・高生1,000円　チケットプレイガイド　K
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
11月5日（土）前売開始

【特別ゲスト】
響嵐會

好評の、和太鼓のイベントを開
催します。
山武郡市地域に活動拠点を置く
アマチュアの和太鼓グループ

（10組予定）による、和太鼓の
祭典をお楽しみに。

13：00開演　大ホール
全席自由　500円
チケットプレイガイド　A ～I
11月3日（木・祝）前売開始

12
11
（日）

17：30開演 小ホール
全席指定　前売2,000円／当日2,500円
チケットプレイガイド　A ～I
0歳児から入場可。お席が必要な方は上記料金がかかります。
9月30日（金）前売開始

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサート −冬−

TO-BUN クリスマスコンサート

共催事業　第11回
かのんぷ♪すまいるコンサート

ミュージカルショーの様子

昨年の公演の様子前回の公演の様子

【出演者】ハッチポッチクインテット
　　　　藤本亮平、原順子、野口彩乃、茂木美彩希、長坂萌

14：00開演　小ホール
全席自由　前売り 大人1,500円 高校生以下1,000円
　　　　　（当日はそれぞれ300円増）
チケットプレイガイド　A・B・E・F・G
12月25日（日）前売開始

【特別ゲスト】
ゲイリー・アドキンス

【出演】
TO-BUNクリスマス合唱団
TO-BUNクリスマスジュニア合唱団
千葉県立東金高等学校声楽部
千葉県立幕張総合高等学校合唱団　他

12017年

29
（日）

共催事業
マリンバ＆パーカッションで奏でる

春色コンサート

32017年

26
（日） 共催事業

島津亜矢コンサート2017
32017年

11
（土）

プレゼント 1プレゼント 2

東金市観光協会ホームページ　http://www/toganekanko.jp/　　フェイスブックhttps://www.facebook.com/toganekanko/
東金市の観光イベントや名所・史跡などの情報を掲載しています。
フェイスブックも始めましたので、東金を楽しむならどちらも要チェックです。55



お問い合わせは　成東文化会館 ☎0475-82-5222
 さんぶの森文化ホール ☎0475-80-9700

山武市文化会館
イベント情報

体験型音楽祭
「山のおんぶ」

アマチュアバンドコンサート
　　　　　　　  inさんぶの森

サロンコンサートvol.174
「かづみ JAZZ LIVE ～

INFINITY BOX ～」

出演：公募（10組）
内容：アマチュアバンドがさんぶの森文化ホールに集結！
　　 熱いライブを繰り広げます。

内容：第1部　10：00 ～11：48「あすなろ物語」	 （108分）
　　　　　　12：00 ～13：50「次郎物語」	 （110分）
　　 第2部　15：00 ～16：47「風の又三郎　ガラスのマント」	（107分）

17：00 ～18：57「少年時代」	 （117分）

出演：かづみ　ほか
内容：幼少の頃よりピアノやエレクトーンの演
奏に慣れ親しみ、高校在学中よりロックバン
ドにて演奏活動を開始。社会人バンドに参加
した際Jazzに転向、ボーカリストデビュー。
現在は都内や地元千葉他、関東を中心に国
内のジャズクラブ等のお店やイベント、パー
ティーでの演奏で活躍している かづみが独自
のアレンジで新たな世界をつくりあげます。シ
ンプルで心地よい響きをお楽しみください。

内容：�山武に火をともせ！「山のおんぶ式ムシオクリ」開催予定。手づく
りギフトや雑貨、フードなどのマーケットとステージパフォーマ
ンス、様々なワークショップをご用意してお待ちしております。

　　  （雨天の場合はさんぶの森文化ホールで開催予定）

11

10

10
12

21

23
（土）

（金）

（日）

10
16
（日）

12:00開演
さんぶの森文化ホール

10:00開演
さんぶの森公園

第1部 10:00 ～／第2部 15:00 ～ 上映開始
成東文化会館　ホール　　
全席自由
第1部・第2の部　ともに500円
チケット好評発売中

18：30開場　19：00開演
成東文化会館のぎくプラザ
エントランスホール
全席自由　1,000円　　　
チケット好評発売中

プレゼント 3

入場無料 入場無料

内容：シネフィルのぎくと懐かしの
　　 名画をたのしみませんか。
企画：シネフィルのぎく

第16回
のぎく名画座「郡上一揆」

平成28年度　優秀映画鑑賞推進事業
「日本名作映画祭」

10
8
（土）

18:00上映開始
成東文化会館
２階視聴覚室
全席自由
入場無料

時代を超えて読み継がれる児童文学の名作や人気漫画を豊かな情感と
奔放な想像力で映画化した4作品を上映します。

YASSA Comachi定期ライブ開催中！
東金市の観光PRを目的として活動している東金発のアイドル『YASSA Comachi』。

毎月第3土曜日に八鶴亭YASSA Comachi劇場で定期ライブを開催しています。時間は18:00より、入場無料です。 6



第54回
山武市菊花展

クリスマスホリデー
～エリック・ミヤシロ Christmas Special Sextet Featuring 本田雅人～

内容：�毎年恒例となりました山武市菊花展。展示数は大輪菊で大鉢の3
本立てが約200鉢、その他、丈を低く仕立てた3本立てのだるま、
1本立ての福助、木付仕立て、
懸崖など多数を予定しており
ます。また、期間中は毎日、先
着順で菊のポット苗をプレゼ
ント！即売会も開催します。

出演：エリック・ミヤシロ（Tp.）、本田雅人（Sax.）、中川英二郎（Tb.）、森丘ヒロキ（Pf.）、村上聖（Bass）、岩瀬立飛（Dr.）
内容：�米国人のプロトランぺッターの父、日本人のダンサー・女優の母という恵まれた音楽環境の中でハワイで生まれ育ち、中学生からプロとして

活躍しているエリック・ミヤシロ、音楽教員の両親の影響で小3からサックスを始め、現在では昭和音楽大学客員教授をつとめる本田雅人な
どを迎え、クリスマスコンサートを開催します。

12
18
（日）

9：00〜16：00
成東文化会館のぎくプラザ前広場

14：30開場
15：00開演
成東文化会館のぎくプラザ　ホール
全席指定
一般　　　　3,000円
高校生以下　1,000円
親子膝上席　2,000円
チケット　10月22日発売予定

山武市文化会館プレイガイド一覧［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
読売新聞 YC 成東 ☎ 0475-82-0606
丸越楽器橫芝店（金比羅神社斜め前） ☎ 0479-82-6326
街波通信社

さんぶの森公園管理事務所（中央会館内） ☎ 0475-80-9700
道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020
ルバーブ（東金市） ☎ 0475-53-2323
ウエーブワン（東金市） ☎ 0475-55-0289
大網白里アミリィショッピングセンター 1 階クリーニング店よしい ☎ 0475-73-2178（http://www.machi-nami.com/ticket-1/）

プレゼント

入場無料

アンサンブルφ
カフェタイムコンサート

第18回
アンサンブルジョイントコンサート

内容：
今年も公募で集まった、地域の皆さんによるコンサートを開催します。
学生から大人、クラッシック・ポピュラー・邦楽と年齢やジャンルを超えた
他に類をみないアンサンブルの祭典を開催します。

出演：Ensemble φ
内容：実力派のソリストとして、リサイタルや
オーケストラとの共演等の活躍のほか、室内
楽奏者としても精力的に活動を展開している、
宮谷理香（ピアノ）、礒 絵里子（ヴァイオリン）、
水谷川優子（チェロ）による新規プロジェクト

「Ensemble φ（ファイ）」が、2012年に始動。
それぞれの豊かな個性や音楽性を発揮すると
共に、親和性の高いアンサンブルと、女性なら
ではのエレガントな演奏で聴衆を魅了します。 

11 11
26 19
（土） （土）

13：30開場
14：00開演
成東文化会館のぎくプラザ
ホール

13：30開場　14：00開演
成東文化会館のぎくプラザ　ホール　チケット9月16日発売予定
入場料　一般　　　　2,000円
　　　　高校生以下　1,000円
　　　　親子膝上席　1,500円入場無料

音響ワークショップ（初級編）
参加者募集中

内容：�成東文化会館で開催の山武市
芸術文化祭芸能発表会（成東地
区）に、前日の機材セッティン
グから当日の音響機器操作ま
でを体験していただきます。

11
2 ・3

（水） （木・祝）11
3 〜8

（木・祝）（火）

11月2日（水）　機材セッティング
13：00〜17：00
11月3日（祝）　音響機器操作
9：00〜17：00
成東文化会館
のぎくプラザホール
定員に達次第締め切り

（10名程度）
参加費無料

プレゼント 4

大網白里市産業文化祭　http://www.city.oamishirasato.lg.jp/
産業の部は、大網白里市運動広場で実施。10月15日（土）午前9時30分～午後3時（順延時は16日）　☎0475-70-0345　大網白里市産業振興課
文化の部は、中央公民館及び保健文化センターで実施。10月29日（土）・30日（日）　詳細は同市中央公民館　　☎0475-72-06987



 

 

 

イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金こども科学館　親子で遊べる科学教室

まい・舞・はやしフェスタ＇16　
問合せ先▶東金市生涯学習課　☎0475-50-1187

問合せ先▶東金こども科学館　☎0475-55-6211（東金市八坂台1丁目2107-3）
FAX0475-55-6216　http://www.tsc.tobunspo.or.jp/

　事前申込みで、親(保護者)子参加が原則です。定員を超えた場合は、開催日の2週間前に締切り抽選し可否をお知らせします。以下は空席のある
教室（9月18日現在）のご案内です。参加ご希望の方はお電話でお申込み、お問合せください。その他の教室はHPをご参照ください。●印の教室は「子
どもゆめ基金」（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動です。
●10月29日(土) 科学実験教室「秘密の手紙を書いてみよう！」　50円　13:30　30名　空席13  講師：夢化学実験隊。
　「あぶり出し」って知ってる？電熱器に紙をかざすと文字が浮き出たり、ほかに薬品や紫外線で文字が浮き出るふしぎで楽しい化学実験をするよ。
●11月 5日(土) 科学実験教室「消える書道液のナゾ！」　50円  13:30　30名　空席10  講師：夢化学実験隊。
　書道の墨を衣服につけると洗っても落ちないよね。でも消える書道液があるんだ。そのふしぎを実験で確かめるよ。ヨウ素デンプン反応って何だろう？
○12月3日(土) パソコン教室「年賀状を作ろう！」　無料  ①9:30　空席1  ②13:30　各10名　年賀葉書持参(10枚迄)。
● 1月7日(土) 科学実験教室「静電気でおもしろ実験！」　50円　13:30　30名  空席2  講師：夢化学実験隊。

《止むを得ず計画を変更する場合があります。ご了承ください》

東金市内各地の祭礼で演じられる伝統芸能が、東金文化会館に集結！普
段目にする機会の少ない獅子舞や鞨鼓舞、おはやしが披露されます！

日　　時▶12月4日（日）　9:30 ～16:00（予定）
場　　所▶東金文化会館　大ホール　　

入場無料・事前申込不要です。皆様のご来場をお待ちしております！

文化・芸術の秋です。今年も文化展・文化芸能大会を東金文化会館で開催します。
力作ぞろいの展示や、舞台での日ごろの練習の成果をご覧ください！

文　化　展
　展示はもちろん、体験コーナーやお茶会もあります！
日　　時▶11月1日（火）～11月4日（金）
　　　　　10:00 ～16:30（最終日は15:00まで）
場　　所▶東金文化会館　小ホール・展示室他　
　　　　　　　　　　　　　　文化芸能大会　
　様々な団体が一日限りの大集結！大人も子どもも大活躍！
日　　時▶11月3日（木・祝）
　　　　　9:30 ～17:00頃
場　　所▶東金文化会館　大ホール
　　　　　※フラダンス・舞踊・ダンス・演奏・他

ご来場お待ちしております！

平成28年度　東金市文化展＆文化芸能大会
問合せ先▶東金市生涯学習課　☎0475-50-1187

東金ばやし保存会　い若会
押堀雷囃子保存会
新宿お囃子保存会
上宿おはやし保存会・青と会
堀上おはやし保存会
東金ばやし保存会（東谷会）
関下囃子
北之幸谷獅子連
家之子獅子連郷土芸能保存会
幸田鞨鼓舞保存会

出　演　団　体

◆おもちゃの病院　毎月第2、4日曜日　 13:00 ～15:30 東金こども科学館 ◆

九十九里町産業まつり　☎0475-70-3171　九十九里町産業振興課　http://www.town.kujukuri.chiba.jp/
おもちの無料配布、地元特産品の即売会など九十九里の味覚をお楽しみ下さい。

11月3日（木・祝）午前9時～午後2時　町役場駐車場 8



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

講座『親と子どもの楽しい会話』
日　　時▶12月7日（水）・14日（水）の2日間　9:15 ～12:15
場　　所▶市役所5階会議室
講　　師▶齋藤　ひとみ（親業訓練インストラクター）
募集定員▶25名（申込み多数の場合は抽選）
費　　用▶無料
締 切 り▶11月22日（火）
託 児 所▶託児所を設けます。申し込みの際に受付いたします。
内　　容▶�子どもの気持ちを上手に引き出す方法や親の愛情を上手に伝

える方法などを体験的に学びます。
申し込み▶�上記生涯学習課まで。（記入事項=『楽しい講座申込』　氏名、

住所、電話番号、託児の有無）

城西国際大学パソコン講座（Cコース）受講生募集
日　　時▶11月8日（火）～11日（金）の4日間　18:20 ～20:20
場　　所▶城西国際大学B棟206教室
対　　象▶東金市在住・在勤（高校生以上）の方で、4日間参加できる方
費　　用▶無料
締 切 り▶10月24日（月）
内　　容▶パソコンの操作の応用として、年賀状の作成を行います。
申し込み▶�往復はがきで、①住所②氏名③年齢④電話番号をご記入のう

え、上記生涯学習課まで。

生涯学習課講座のご案内
問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294

メール▶syogai@city.togane.lg.jp
問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190
メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp

東金市図書館イベント

図書館教養講座
郷土史入門　～歴史オンチでも楽しめる史跡めぐりのヒント～
　お寺と神社の違いはなに？どうして旧暦と新暦があるの？東金に残る平将
門の出生伝説や西行の墨染桜、小町塚や赤人塚の謎とは？ごく初歩的な疑
問から、ふるさと東金の成り立ちを読み解きます。ほんの少し、想像力を
はたらかせれば、ふだん見なれたご近所の景色が違って見えてくるかも･･･
講　　師▶戸村　寿彦　氏（東金市観光ボランティア）
日　　時▶平成28年10月30日（日）　13:30 ～
と こ ろ▶東金図書館2階会議室
定　　員▶50名（先着順・入場無料）
申込方法▶来館又は電話・Eメールで事前に申し込み
※�メールの場合はタイトルに「講座申込み」とし、氏名、連絡先を記入し

てください

冬のおたのしみ会を開催いたします
日　時▶12月11日（日）　14:00〜
場　所▶図書館2階会議室
内　容▶�人形劇の上演等（内容未定）
対　象▶小学生位まで
申込み▶不要です、
　　　　直接会場へおこしください。

日　　時▶�11月27日（日）　9:00 ～14:00
会　　場▶東金市役所駐車場
　地元の生産者と消費者がふれあう農商工業の祭典「東金市産業祭」が今
年も開催されます。「道の駅」みのりの郷東金や友好都市・安曇野市の出
張販売のほか、地元の皆さんが丹精込めて育てた農産物の直売や商工業
製品の即売会も行われます。
　また、つきたてのお餅の無料配布のほか、EGフープバトル世界選手
権大会などの催し物を予定しております。是非お越しください。

※�当日は指定の来場者駐車場以外は駐車禁止になりますので、ご注意く
ださい。

※�内容は事情により変更する場合がございますので詳細は11月1日・
15日号広報とうがねをご覧ください。

※お買物の際は、マイバッグ持参にご協力ください。

第26回 東金市産業祭
問合せ先▶東金市産業祭実行委員会事務局（東金市農政課）

☎0475-50-1138

日時▶�11月12日（土）、13日（日）　9:00 ～15:00
内容▶【イベントの部】 いも掘り体験、ミニ動物園、スタンプラリー
　　　  菓子まき大会、とっちー来校
　　　【展示・発表の部】
　　　  専攻教室展示及び卒論パネル紹介
　　　【販売の部】 農産物の販売
　　　【模擬店の部】
　　  　専攻教室や部活動による出店
会場▶千葉県立農業大学校（〒283-0001　東金市家之子1059）
　本年も「社稷祭（学園祭）」を行います。恒例のいも掘り体験、ミニ動物
園、スタンプラリー、卒論パネル紹介のほか、菓子まき大会などお子様
も大人も楽しめる催しを予定しています。
　もちろん、農産物の販売も行います。生徒が丹精込めて作った新鮮な
野菜、果物、花、加工品などをお買い上げください。農業大学校生一同
ご来場を心よりお待ちしています。　　（農業大学校社稷祭実行委員会）

〈交通アクセス〉
◦�JR東金駅下車、「東金駅入口」

バス停からちばフラワーバス
「成東駅」行きに乗り「家の子」
で下車、徒歩約10分 

◦�JR成東駅下車、ちばフラワー
バス「千葉駅」行きに乗り「家
の子」で下車、徒歩約10分

◦�JR求名駅下車、徒歩約30分

第37回 県立農業大学校  社
し ゃ

稷
しょく

祭
さ い

（学園祭）

問合せ先▶農業大学校　☎0475-52-5121
ホームページ▶http://www.pref.chiba.lg.jp/noudai/

○文

○文

○文

○文○文

ちばフラワーバス
「家の子」バス停

東金青年の家

千葉県立農業大学校

城西国際大学

千葉
学芸高

東金商高

バイパス

国道12
6号

「東金駅入口」東金高校

至大網

至成東

至山武

砂
押
県
道

東金駅
求名駅

至千葉

東小学校

市制施行10周年記念イベント　平成28年度山武市産業まつり
☎0475-80-1211　山武市農林水産課　http://www.city.sammu.lg.jp/
山武市内の農作物や商工業製品の即売を行います。また各種団体による無料配布を行います。
11月23日（水）　午前9時30分～午後2時　さんぶの森交流センターあららぎ館前イベント広場9



 

 

 

イベント＆タウン情報
Event & Town Information

平成28年　東金アリーナ教室事業案内
申し込み・問合せ先▶東金アリーナ　☎0475-50-1715

ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

※詳しくは東金アリーナホームページをご覧ください。※上記、詳細変更になる場合があります。

※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。　開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※詳細は、お問い合わせください。

東千葉スポーツクラブ教室事業案内　（東金アリーナ共催事業）
太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、キッズ少年空手教室、健康ヨガ教室、ボディケアセルフ教室が開催されています。
詳細は、お問い合わせください。
申し込み・問合せ先

▲

東千葉スポーツクラブ　☎0475-52-6020

◦あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス開催）　◦キレイになるヨガ教室　◦かんたんステップ教室
◦ダンベルエアロビクス教室　◦初心者の為のアリーナ太極拳　◦初級マットピラティス教室　◦初めてのフラダンス教室
◦青竹体操教室　◦スポーツ吹矢教室（木曜・土曜クラス開催）　◦触覚ボール・セルフケア教室　◦100転体操教室
◦シニア卓球教室　◦初級エアロビクス教室　◦中級エアロビクス教室　◦フレッシュバレーボール教室

アリーナフットサルカップ
参加費▶�各カップ戦　1チーム15,000円（参加費は当日徴収）
　　　　　※別途保険代1名×100円
募　集▶�各カップ戦　先着8チーム　先着順（集まり次第〆切）
　　　　東金アリーナ事務所窓口にてエントリー・申込受付
その他▶対戦表は当日配布します

主催：東金アリーナフットサルカップ　代表　加藤竜大 　共催：（公財）東金文化・スポーツ振興財団　東金アリーナ

年間５回開催▶12月21日（水）・2月15日（水）
開催時間▶18：30〜21：00（閉会式含む）
　　　　　19：00試合開始　※1試合10分を1本とする
場　所▶東金アリーナ　メインアリーナ
対　象▶�高校生以上のチーム（高校生のみのチームは成人エントリー必要）

親子で楽しむコーディネーショントレーニング
開催日時▶10月16日（日）
　　　　　受付9:30　開始10:00　終了12:00
主　　催▶千葉県教育委員会
主　　管▶東千葉スポーツクラブ
共　　催▶（公財）東金文化・スポーツ振興財団
後　　援▶東金市教育委員会
場　　所▶東金アリーナ　サブアリーナ
対　　象▶市内小学生及びその保護者（1 ～2名）
参 加 費▶無　料
定　　員▶30組（60名）先着順

講　　師▶南 容道（みなみ やすみち）
　　　　　元ボストンレッドソックス
内　　容▶親子で楽しむコーディネーション
　　　　　トレーニング
　　　　　【コーディネーショントレーニングとは】
　　　　　�「リズム能力」「バランス能力」「変換能力」

「反応能力」「連結能力」「定位能力」「識別能
力」の7つの能力を鍛えるトレーニングです。

持 ち 物▶室内シューズ、飲み物、運動ができる服装
申　　込▶�お電話又はメールにてお申込ください。

JR東日本「駅からハイキング」 【学生駅ハイ】Welcome to TOGANE ～東金新発見の日～

平成28年度　「スポーツで元気いっぱい！ 親子体験イベント」

問合せ先▶「駅からハイキング」事務局　☎03（5719）3777
駅からハイキングHP：https://www.jreast.co.jp/ekihai/

連絡先▶東千葉スポーツクラブ事務局　☎0475-52-6020 　月～土　10:00 ～ 19:00
Eメール▶info@hc-sports.or.jp

　JR東金駅を起点として、東金をぐるっと楽しめる参加費無料
のハイキングイベントを開催します！ 
　東金高等学校の山岳部の部員が考えたコースで、当日はガイド
も行います。他にも、同校の箏曲部による演奏披露、八鶴湖周辺
ではノルディックポールの無料レンタルと体験会、駅周辺では市
内外の飲食店等による「駅ハイ東金マルシェ」を開催！セントラル
パーク市民の会によるドリンクサービスも（数は限定）！
自然や歴史、運動が好きな方、是非お越しください。
日　　時▶�11月12日（土）※要予約（先着1,000名）
予約方法▶駅からハイキングHPから予約を行ってください。
予約期間▶10月3日（月）～11月8日（火）12:00まで
受付時間▶8:30 ～11:40
受付場所▶東金駅改札横　（歩行距離：約7㎞）

第11回横芝光町産業まつり（横芝光まるごとフェア2016）　☎0479-84-1215　横芝光町産業振興課
町内の農業・商工業の関係団体が一堂に会する「活力あふれる産業の祭典」。農畜産物や商工製品即売会を中心に、移動動物園、野菜収穫体験など盛りだくさんです。

11月20日（日）　午前9時〜午後2時　町役場駐車場及び町民会館、町体育館 10



散
歩
道

連
載
　
さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
青
木
幸
一

手
塚
治
虫
と
真
忠
組

　
今
回
の
タ
イ
ト
ル
に
は
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
方
が
多
い
と

思
う
。
手
塚
治
虫
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
世
界

中
に
知
ら
れ
た
日
本
漫
画
界
の
神
様
的
存
在
と
い
え
る
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
、
リ
ボ
ン
の
騎
士
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
、
マ
グ
マ
大
使
、
火
の
鳥
、
海
の
ト
リ
ト
ン
、
鉄
腕
ア

ト
ム
、
ど
ろ
ん
こ
先
生
な
ど
書
き
上
げ
た
作
品
は
枚
挙
に

暇
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
読
者
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
と
一
地

方
史
で
あ
る「
真
忠
組
騒
動
」を
絡
め
る
こ
と
に
多
少
の
違

和
感
を
覚
え
る
が
、
意
外
性
の
中
に〝
面
白
さ
〟が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
自
身
、
満
足
感
に
浸

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
、

　
さ
て
、
両
者
の
関
係
に
入
る
前
に「
真
忠
組
」に
つ
い
て

概
観
し
て
み
よ
う
。

　『
真
忠
組
』

　
幕
末
の
世
は
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
等
で
語
ら
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
「
歴
乱　
明
治
維
新
へ
の
前
夜
」
と
も
言
う
べ

き
世
情
を
為
す
。
強
い
情
熱
と
ひ
た
向
き
な
志
し
を
も
っ
た
多

く
の
若
者
が
駆
け
抜
け
、
そ
し
て
散
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
代

を
揺
さ
ぶ
っ
た
理
念
の
一
つ
に

「
尊
王
攘
夷
」
が
あ
ろ
う
。

こ
の
尊
王
攘
夷
の
言
葉
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）、
水

戸
藩
の
藩
校
弘
道
館
の
設
置
時
に
そ
の
精
神
を
示
し
た
こ
と
が

最
初
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
過
激
な
武
力
行
動
に
走
る

も
の
が
い
る
中
、
民
衆
の
支
持
を
得
よ
う
と
す
る
尊
王
攘
夷
派

も
い
た
。
当
時
、
幕
府
の
内
政
破
綻
、
異
国
渡
来
に
よ
る
経
済

混
乱
な
ど
か
ら
、
農
漁
民
の
貧
困
化
に
拍
車
を
か
け
、
貧
富
の

差
が
大
き
く
な
っ
た
。
と
く
に
東
金
を
中
心
と
し
た
地
域
は

旗
本
知
行
地
や
江
戸
町
奉
行
の

与
力
給
地
に
加
え
、
小
大
名

の
飛
地
領
分
が
散
在
し
、
さ
ら
に
代
官
支
配
の
天
領
も
混
在
し

た
状
態
で
あ
り
、
村
に
よ
っ
て
は
幾
つ
か
の
給
地
に
分
れ
各
々

支
配
を
受
け
て
い
た
所
も
み
ら
れ
、
農
民
の
生
活
は
非
常
に
貧

困
し
て
い
た
。

　
そ
の
様
な
時
世
の
中
で
、
生
活
に
苦
し
む
人
民
を
救
済
す
る

た
め
、
幕
府
に
外
国
と
の
交
易
を
や
め
さ
せ
異
人
を
国
外
に

追
放
す
べ
し
と
唱
え
た
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
が
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）
十
二
月
初
め
か
ら
翌
四
年
一
月
と
短
い
期
間

で
あ
っ
た
が
、
世
直
し
を
掲
げ
た

「
真
忠
組
騒
動
」
で
あ

る
。
東
金
は
勿
論
、
九
十
九
里
町
を
中
心
に
八
日
市
場
か
ら
茂

原
に
か
け
て
起
こ
り
、
こ
の
組
は
元
尾
張
及
び
鳥
山
藩
士
の

楠
音
次
郎
と
旗
本
の
家
臣

三
浦
帯
刀
を
頭
取
に
し
、
上
総
国

山
邊
郡
小
関
村
（
九
十
九
里
町
）
の
旅
館
大
村
屋
を
本
陣
に
旗

揚
げ
し
た
。
そ
の
参
入
者
は
農
民
、
浪
人
、
無
宿
人
、
医
師
た

ち
約
百
四
十
人
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
中
で
農
民
が
最
も
多
く
三

分
の
一
近
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
騒
動
は
「
攘
夷
救
民
」
の

も
と
、
近
隣
の
富
裕
層
に
米
穀
、
金
品
、
武
器
等
の
供
出
を
強

要
し
、
ま
た
地
元
の
有
力
者
を
引
き
入
れ
た
り
も
し
た
。
そ
こ

で
当
時
の
騒
動
状
況
に
つ
い
て
東
金
に
関
す
る
事
の
み
を
文
献

『
九
十
九
里
町
誌
各
論
編
上
巻
』
か
ら
幾
つ
か
記
し
て
み
よ
う
。

「攘夷救民」の旗印を掲げて決起した真忠組の決起趣意書。「公朝之浪人　真忠武士」と書かれ、三浦と楠の名が
みえる。縦16㎝、長さ120㎝。（山武市歴史民俗資料館　所蔵）

『東金に名を残した人物展』　東金市生涯学習課　☎0475-50-1187　
東金文化会館 常設展示室にて、東金市郷土研究愛好会による企画展を行っております。
誰もが知っている徳川家康や、東金の発展に尽くした多くの方々に焦点を当て、東金市にゆかりのある人物の展示を行っています。11



　
▼
押
堀
村

高
宮
誠
斎
、
真
忠
組
み
へ
入
り
書
役
と
な
る
。

　
▼�

堀
上
村
農
・
酒
造
業
篠
原
内
蔵
宅
へ
、
夷
人
征
伐
軍
用
金

二
百
五
十
両
、
鎗
二
本
要
求
。

　
▼
台
方
名
主
戸
村
治
左
衛
門
の
借
用
金
取
立
て
に
協
力
し

　
　
白
鞘
の
刀
一
本
進
上
さ
す
。

　
▼�

東
金
町
上
宿
米
良
嘉
平
治
宅
へ
、
田
間
村
米
穀
商
古
川
惣

左
衛
門
、
布
施
甚
七
外
３
名
を
呼
び
、
米
価
吊
り
上
げ
を

叱
責
。

　
▼�

堀
上
村
内
蔵
助
よ
り
、
金
百
両
、
米
十
俵
、
鎗
二
本
、
脇

差
一
本
小
関
へ
持
参
。

　
▼
押
堀
村
志
賀
勘
兵
衛
に
軍
用
金
百
両
書
状
で
要
求
。

　
▼�

川
場
村
市
東
伊
左
衛
門
を
呼
寄
せ
、
米
百
表
差
出
す
よ
う

要
求
、
米
五
十
俵
、
窮
民
へ
救
助
の
請
書
を
出
す
。

　
▼�

高
倉
村
定
右
衛
門
よ
り
村
内
貧
民
へ
米
金
救
助
セ
し
処
、

楠
よ
り
賞
状
を
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
多
数
の
「
騒
動
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
不
穏
な
騒
動
の
中
、
福
島
藩
東
金
代
官
冨
田
善
平
は
文

久
三
年
一
二
月
二
十
五
日
に
江
戸
藩
邸
に
警
備
増
強
を
願
い

出
、
数
日
後
に
は
東
金
に
第
一
陣
の
人
員
が
到
着
し
た
。
そ
し

て
、
つ
い
に
幕
府
・
関
東
取
締
出
役
は
板
倉
内
膳
正
（
岩
代
福

島
藩
主
、
東
金
町
・
田
間
村
・
二
又
村
に
領
地
所
有
）、
堀
田

鴻
之
亟
（
佐
倉
藩
主
）、
黒
田
伊
勢
守
（
久
留
里
藩
主
）、
松
平

弾
正
忠
（
飯
野
藩
主
）、
松
平
豊
後
守
（
多
古
藩
主
）、
加
納
備

中
守
（
一
宮
藩
主
）
に
追
悼
命
令
を
翌
年
一
月
十
一
日
に
下
し

た
。
当
初
、一
月
十
七
日
に
到
着
す
る
佐
倉
藩
々
兵
を
待
っ
て
、

翌
日
の
早
朝
に
本
館
の
小
関
の
ほ
か
支
館
の
八
日
市
場
（
福
善

寺
）・
茂
原
（
藻
原
寺
）
を
同
時
に
攻
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

小
関
の
真
忠
組
が
多
く
の
ワ
ラ
ジ
を
用
意
し
逃
走
を
図
っ
て
い

る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
東
金
の
総
指

揮
官
で
あ
る
福
島
藩
江
戸
留
守
居
役
馬
渕
清
助
が
中
心
に
な

り
、
一
日
く
り
あ
げ
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。
そ
の
討
伐
軍
の
構

成
は
『
市
史
』
に
委
ね
る
と
し
て
、戦
は
物
量
に
勝
る
幕
府
軍・

東
金
部
隊
が
圧
倒
的
に
勝
利
し
、
楠
音
次
郎
は
討
死
、
三
浦
も

茂
原
か
ら
向
か
う
途
中
、一
宮
藩
兵
に
捕
ま
っ
て
い
る
（
の
ち
、

斬
首
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
一
日
で
真
忠
組
の
討
伐
は
終
結
し
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
史
実
の
中
に
埋
も
れ
た
観
の
あ
る
人
物
、
吉

井
宗そ

う
元げ
ん

（
老ろ
う

湖こ

）
が
い
た
。

九十九里町小関、作田川沿いに楠音次郎、
三浦帯刀の墓碑が建っている。明治28年、
お亀吉という者が建立。

　 尊王攘夷：10 ～ 13世紀の中国宋王朝時
代に起源を有す。当時の朱子学は「尊王」（宋
王朝を尊ぶ）と「攘夷」（北方の異民族を打ち払
う）を唱えた。日本・水戸藩での尊王攘夷論
は、天皇の伝統的権威を背景としながら、幕
府を中心とする国家体制の強化によって、日
本の独立と安全を確保しようとするもの（『千
葉県の歴史』（近世）通史編）

　 真忠組騒動：三浦帯刀と遠藤辰五郎が
11月24日、八日市場村の名主土屋信太郎
方に軍用金五百両（後、百両に減額）を要求
し、12月13日に小関大村屋に届けさせて
いる。その日に楠が大村屋の木戸口に「真
忠組旅館」の張り紙を掲げたことから、この
日が真忠組の旗揚げと解する。

　 楠
くすのき

音
おと

次
じ

郎
ろう

：文政9年（1826）、尾張国に生ま
れる。尾張藩を脱藩後、下野国の鳥山藩士とな
るがこれも脱藩し、江戸の和泉橋通りにある医
師坂上地院方に勤めている。その時に井之内村

（成東）の源太郎と知り合い、当村に住み寺小屋
を開いた。この時、兵術や剣術の講義も行う。
39歳没

　 旗本知行地と与力給地：江戸時代、知行地とは
大名が家臣に与えた土地。給地・給領・知行所とも
いう。幕府直属の臣下で１万石未満の旗本に与え
られた土地を知行地といった。与力は同心と同じ
く、よく聞くのが町奉行所の与力でその知行の多く
は二百石。実際は「相給」としてグループごとに「○
○村ほか何ヶ村」分を割り当てそこからの年貢を比
例配分した。また米だけでなく物成（野菜や特産品
など）を得るものも多かった。

明治15年の迅速図（国土地理院）。赤丸が真忠組浪士屯所（大村屋）が在った場所と思われる。

『親子でたのしむおはなし会』　☎0475-50-1190　東金市立東金図書館
2 ～3歳児とその保護者を対象に絵本の読み聞かせ、手遊び、絵本の紹介を行っています。

日時：10月4日・18日、11月1・15・29日、12月13日、1月17日・31日（すべて火曜日）　午前10時～10時30分
★事前申込みが必要となります（先着20組）。詳細は東金図書館にお問い合わせ下さい。 12



『
医
師 

吉
井
宗
元
』

　
宗
元
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
三
月
五
日
、
武
射
郡
椎
崎

村
（
現
山
武
市
山
武
町
椎
崎
）
の
吉
井
甚
之
亟
の
三
男
と
し
て

誕
生
、
吉
井
家
は
地
代
官
を
勤
め
る
名
門
で
あ
っ
た
。
名
は
謙

斎
、
通
称
を
宗
元
と
い
い
、
老
湖
は
号
で
あ
る
。
一
八
四
九
年

に
潮
来
の
漢
学
者
宮
本
茶
村
に
入
門
し
、
そ
の
後
に
水
戸
の

華
岡
流
外
科
の
後
継
者
本
間
棗そ
う
軒け
ん
の
も
と
で
医
術
を
一
八
五
三

年
（
嘉
永
六
）
ま
で
学
ん
だ
。
本
間
は
水
戸
で
原
南
陽
に
漢
方

医
を
、
江
戸
で
西
洋
医
術
を
杉
田
立
卿
か
ら
学
び
、
長
崎
で
は

シ
ー
ボ
ル
ト
に
就
い
た
人
物
で
あ
り
、
内
服
麻
酔
薬
を
用
い

る
漢
蘭
折
衷
派
を
代
表
と
す
る
医
師
で
あ
る
。
そ
の
教
え
を
受

け
た
吉
井
は
、
一
八
六
〇
年
田
間
村
（
現
東
金
市
田
間
）
に
て

開
業
す
る
と
共
に
近
隣
の
子
弟
に
漢
学
も
教
え
た
。

　
真
忠
組
の
楠
は
、
学
識
高
い
吉
井
を
組
に
引
き
込
も
う
と
働

き
か
け
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
や
が
て
吉
井
は
東
金
代
官
冨
田
善

平
よ
り
准
藩
医
（
士
分
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
真
忠
組
と
の
戦
闘
に

従
軍
々
医
と
し
て
参
加
。
こ
の
討
伐
軍
の
傷
病
兵
士
を
精
力
的

に
手
当
て
し
た
功
が
認
め
ら
れ
、
騒
動
後
に
東
金
代
官
所
の
藩

医
と
な
る
。
そ
の
後
、
明
治
に
入
る
と
廃
藩
置
県
に
伴
い
、
藩

医
の
職
を
解
か
れ
町
医
兼
塾
主
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
～
明
治
十
九
年
に
田
間
東
小
学
校
の
校
長
、

そ
の
数
年
後
に
は
教
師
で
あ
っ
た
息
子
の
量
平
と「
吉
井
学
校
」

を
開
設
す
る
。
塾
生
は
今
の
山
武
郡
は
も
ち
ろ
ん
茂
原
、
千
葉

市
な
ど
か
ら
来
て
お
り
、
か
な
り
隆
盛
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
な

お
『
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
宗
元
は
明
治
二
年
五
月
に
醤
油
の
醸

造
業
も
突
然
始
め
、
順
調
に
産
を
成
し
た
と
の
こ
と
。
当
地
は

以
前
か
ら
酒
や
醤
油
の
製
造
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経

済
人
の
顔
も
垣
間
見
え
る
。
実
に
面
白
い
人
物
で
あ
る
。

　
幕
末
の
千
葉
医
学
は
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
泰
然
一
派
の
み
の

観
が
あ
る
が
、
吉
井
宗
元
を
調
べ
て
い
く
と
華
岡
・
本
間
流
の

医
師
も
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
と
く
に
全
身
麻
酔
薬

に
よ
る
外
科
手
術
を
お
こ
な
っ
た
本
間
棗
軒
の
医
術
は
、
今
日

の
術
と
大
差
な
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
華
岡
・
本

間
流
の
医
術
を
受
け
た
医
師
た
ち
に
光
を
注
が
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
さ
て
、
漸
く
手
塚
治
虫
と
の
関
連
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
は
、
手
塚
治
虫
の
ル
ー
ツ
を
描
い
た
晩
年
の
作
『
陽
だ
ま

り
の
樹
』
か
ら
入
っ
て
い
こ
う
。

『
陽
だ
ま
り
の
樹
』

　
こ
れ
は
、『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
』（
小
学
館
）
一
九
八
一
年
四

月
二
五
日
号
か
ら
一
九
八
六
年
十
二
月
二
五
日
号
ま
で
掲
載
さ

れ
た
作
品
で
あ
る
（
諸
事
情
に
よ
り
残
念
な
が
ら
画
像
の
掲
示

は
で
き
な
い
）。
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
主
人
公
の
一
人
、
手

塚
良
庵
（
の
ち
、
良
仙
を
襲
名
）
は
本
稿
に
お
い
て
キ
ー
と
な

る
重
要
な
人
物
。
彼
は
手
塚
治
虫
の
曽
祖
父
に
あ
た
り
、
ま
た

良
庵
の
祖
父
手
塚
良
仙
光
行
を
調
べ
る
と
、
彼
は
一
八
十
一
年

（
文
化
八
）
に
水
戸
の
原
南
陽
の
門
に
入
り
、
漢
蘭
折
衷
医
学

を
学
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
前
述
し
た
本
間
棗
軒
と
同
じ
医
術
を

習
得
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、手
塚
家
の
医
術
の
根
本
は
華
岡・

本
間
流
と
言
え
な
く
も
な
い
。

 

手
塚
家
略
系
図

　
手
塚
良
仙
光
行 

― 

良
仙
光
照 

― 

良
仙
光
亨（
良
庵
）

　
　
　
　
　
　
― 

太
郎
※
司
法
官 

― 

粲ゆ
た
か

※
写
真
家 

― 

治
虫

　
そ
こ
で
同
作
品
に
登
場
す
る
良
庵
の
略
歴
を
概
観
す
る
。
な

お
、
良
庵
は
西
南
戦
争
（
一
八
七
七
年
）
に
軍
医
と
し
て
出

征
そ
の
年
の
十
月
に
五
一
歳
で
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
八
二
六
年
（
文
政
九
）
生
ま
れ
に
な
る
。

　
▼�

一
八
五
五
年
（
安
政
二
）
緒
方
洪
庵
の

適
塾(

大
阪
）

で
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ぶ
（
二
年
間
）。
福
沢
諭
吉
と
同

門
下
生
。
そ
の
後
、
江
戸
に
帰
り
、
父
良
仙
光
照
を
助
け

開
業
医
に
入
る
。

　
▼�

一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
江
戸
の
神
田

お
玉
ヶ
池
種
痘

所
（
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
の
建
設
に
携
わ
る
。
子

ど
も
達
に
種
痘
を
行
う
。

　
▼�
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
幕
府
歩
兵
屯
所
附
属
医
師
（
の

　 三
み

浦
うら

帯
たて

刀
わき

：文化13年（1816）、下
野国鳥山に生まれる。旗本津田英次
郎（佐原に知行地を持つ）の家臣、小
口順之助忠行の名をもつ。茂原館大
将。四九歳没。

　 高
たか

宮
みや

誠
せい

斎
さい

：押堀の農家に生まれ、
当時の最高学府である昌平校（聖堂）
で学び、その後、領主大久保駿河守
に仕える。文久3年まで郷里で塾
を開き、門弟1千5百名という。だ
が、真忠組騒動に巻き込まれ、元治
元年に自殺。

　 華岡流：紀州の華岡青洲（1760年～ 1835
年）。世界で初めて全身麻酔（通仙散）を用いて乳
がん手術に成功。その技術をさらに高め、漢蘭
医学折衷の外科手術を発展させたのが、水戸の
本間棗軒（1804年～ 1872年）である。また水
戸藩で人痘・牛痘接種にも尽力。

　 シ ー ボ ル ト：1回 目 の 来 日 ― 文 政6年
（1823）～同12年に出島で医学や植物学の講
義行う。鳴滝塾を開き、蘭学者を育成、生徒
に緒方洪庵、伊藤玄朴らがいた。2回目の来日
―安政５年（1858）～文久2年（1862）。貿易
の仕事をする傍ら、鳴滝の家を買い戻し、ここ
で日本研究や日本人の治療を行う。『ニッポン』

『日本植物誌』『日本動物誌』などを出版し、世
界に日本を紹介。

第63回　東金市民体育祭　☎0475-50-1189　東金市スポーツ振興課　http://www.city.togane.chiba.jp/
市内8地区に分かれての対抗種目に加えて、どなたにでも自由に参加できるオープン種目や、豪華（？）賞品の当たる「ラッキーナンバー抽選会」など
楽しい催し物をたくさんご用意して、皆様の参加をお待ちしております。（オープン競技参加者受付7：50 ～）
平成28年10月9日（日）（荒天の場合は10月10日に延期）　場所：東金アリーナ陸上競技場13



ち
同
取
締
役
）。
歩
兵
組
の
出
動
に
帯
同
。

　
▼�
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
種
痘
出
張
所
（
自
宅
）
に
お
い

て
子
ど
も
達
に
牛
痘
接
種
を
施
す
。

　
▼
一
八
七
一
年（
明
治
四
）大
日
本
帝
国
陸
軍
軍
医
と
な
る
。

　

こ
の
中
で
と
く
に
、
文
久
三
年
に
歩
兵
隊
附
属
の
医
師
と

な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
前
述
し
た
よ
う
に
、
真

忠
組
が
騒
動
を
起
こ
し
た
年
で
あ
り
、実
際
『
陽
だ
ま
り
の
樹
』

の
中
で
は
そ
の
騒
動
の
鎮
圧
の
た
め
、
主
人
公
の
府
中
藩
士
伊

武
谷
（
想
像
上
の
人
物
か
）
が
率
い
る
陸
軍
歩
兵
組
に
帯
同
し

て
東
金
に
来
て
い
る
。伊
武
谷
は
こ
の
戦
の
中
で
重
傷
を
負
い
、

良
庵
が
待
機
し
て
い
る
野
戦
地
の
施
設
に
運
ば
れ
、
手
当
て
を

受
け
て
い
る
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
面
白
い
こ
と
は
、
吉
井
宗
元
も
真
忠
組
と
の
戦
闘
に

従
軍
々
医
と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

戦
に
お
い
て
、
一
人
の
医
師
で
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
は
考
え

難
い
こ
と
か
ら
、
宗
元
と
良
庵
は
と
も
に
負
傷
兵
の
手
当
て
を

施
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
時
代
注
目
し
た
い
人
物
の
一
人
と
し
て
、

一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
て
い
た

軍
艦（
後
の
咸
臨
丸
）で
来
日
し
た
軍
医
ポ
ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー

ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
い
る
。
彼
は
幕
府
の
要
請
で
長
崎
の
海

軍
伝
習
所
の
医
学
教
官
と
し
て
来
日
し
、
伝
修
生
の
教
育
に
あ

た
っ
た
。こ
れ
は
日
本
最
初
の
公
的
な
西
洋
医
学
教
育
で
あ
り
、

そ
の
方
針
は
貧
し
い
者
は
無
料
で
診
察
し
身
分
、
貧
富
に
関
わ

ら
ず
治
療
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
「
医
師
は
自
ら
の
天
職
を
よ

く
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ひ
と
た
び
こ
の
職
務
を
選

ん
だ
以
上
、
も
は
や
医
師
は
自
分
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
病

め
る
人
の
も
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
好
ま
ぬ
な
ら
、
他
の
職

業
を
選
ぶ
が
よ
い
」（
長
崎
大
学
医
学
部
の
校
是
）と
彼
は
語
っ

た
。伝
習
所
の
日
本
側
責
任
者
は
幕
府
奥
医
師
の
松
本
良
順（
佐

藤
泰
然
の
次
男
）、
伝
修
生
に
は
佐
藤
尚
中
（
泰
然
の
養
子
）、

関
寛
斎
（
東
金
出
身
）、
岩
佐
純
な
ど
後
の
医
学
界
の
指
導
者

た
ち
が
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
五
八
年
、
ポ
ン
ペ
は
大
流
行
し
た
コ
レ
ラ
の
防
疫
に
あ

た
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
多
く
の
医
師
た
ち
が
新
知
識
を

求
め
て
長
崎
に
集
ま
っ
た
。
こ

の
年
、
江
戸
の
神
田
お
玉
ヶ
池

種
痘
所
が
蘭
学
者
伊
藤
玄
朴
、
大
槻
俊
斎
（
妻
・
海
香
は
手
塚

良
庵
の
姉
）
ら
の
出
資
で
創
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
半

年
後
に
焼
失
し
た
が
、
銚
子
の
浜
口
梧
陵
が
全
額
出
資
し
て
神

田
和
泉
町
に
移
し
建
て
た
。
こ
の
浜
口
は
関
寛
斎
の
良
き
理
解

者
で
あ
り
、
寛
斎
を
江
戸
へ
コ
レ
ラ
の
予
防
法
と
治
療
法
の
研

究
に
行
か
せ
、
さ
ら
に
一
八
六
〇
年
、
長
崎
の
ポ
ン
ペ
の
も
と

に
も
留
学
さ
せ
て
い
る
。

江
戸
で
の
寛
斎
は
、
お
玉
ヶ
池
種

痘
所
で
も
勉
学
に
勤
し
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
出
会
っ
た
医

師
の
中
に
良
庵
も
居
た
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
医
学
の
将
来
に
つ

い
て
熱
く
語
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
感
染
症
に
対
す
る
種
痘
所
等
の

設
置
は
全
国
的
規
模
で
行
わ
れ
、
多
く
の
医
師
た
ち
が
同
じ
志

を
も
っ
て
治
療
技
術
の
進
歩
と
病
と
の
闘
い
に
挑
ん
だ
の
で
あ

る
。

　
今
回
は
「
真
忠
組
騒
動
」
を
契
機
に
、
医
師
た
ち
の
つ
な
が

り
を
模
索
し
て
み
た
。
当
時
の
医
学
界
は
広
い
よ
う
で
狭
く
、

予
期
せ
ぬ
つ
な
が
り
に
は
意
外
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
が
隠
れ

て
い
よ
う
。
歴
史
を
別
角
度
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
そ
の
事
象

の
本
質
が
み
え
、
実
に
面
白
い
。

　 適塾：蘭方医緒方洪庵(1810年～
1863年）が1838年に開設。この名称
は洪庵の号「適々斎」より付けられた。
この塾では西洋医学の研究をはじめ、
種痘事業やコレラ治療などを行い、医
学史上重要な業績が生まれた。門下生
は全国から集まり千人を超えたとい
う。福沢諭吉・大村益次郎らを育成。建
物は現在の大阪市中央区北浜に現存。
国史跡・重要文化財指定。

　 お玉ヶ池種痘所：種痘所とは蘭方医に
よる天然痘の予防及び治療を目的に設立
された。お玉ケ池の種痘所はジェンナー
式牛痘接種所で、伊東玄朴ら82名の江
戸蘭方医の拠金で設立。種痘事業ばかり
でなく西洋医学の講習も行われ、江戸に
おける西洋医学の拠点となった。

　 江戸での寛斎：1868年（明治元年）5
月、戊辰戦争の一つ上野戦争（幕府・彰義
隊と薩摩・長州の新政府軍）で寛斎は新政
府軍の負傷兵の治療にあたっている。良
庵は新政府が創設した医学校に勤務して
いたということから、この時も何らかの
接点があったのかもしれない。

「吉井老湖　碑」東金市田間の上行寺下の古道に建つ。篆額は旧
領主板倉勝達、佐倉孫三郎撰文、香川皥書である。

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月~金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟2階。受付は午前9時～午後4時です。 14



政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
二
月
一
日
誕
生

す
る
。
し
か
し
幕
府
の
大
政
奉
還
後
は
、

植
村
家
は
禄
を
失
い
生
活
は
困
窮
し
た
た

め
、
武
射
田
を
離
れ
る
。
そ
の
後
、
横
浜

で
英
語
を
学
ん
だ
正
久
は
、
信
仰
を
基
督

教
に
改
め
、
番
町
一
致
教
会
の
設
立
や
明

治
学
院
教
授
と
し
て
多
方
面
に
て
活
躍
。

明
治
四
十
三
年
及
び
大
正
元
年
（
一
九
一

二
）
に
は
、
牧
師 

植
村
正
久
と
し
て
東

金
に
招
聘
さ
れ
、
懐
か
し
い
故
郷
の
町
、

上
宿 

中
田
道
之
助
宅
に
て
講
演
を
行
っ

て
い
る
。
尚
、
正
之
か
ら
洗
礼
を
受
け
た

文
学
者
に
は
独
歩
の
他
に
、
正
宗
白
鳥
や

島
崎
藤
村
等
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
そ
こ
で
文
学
者
と
し
て
の
独
歩
で
は
な

く
、
一
致
教
会
で
牧
師 

植
村
正
久
か
ら

基
督
教
を
受
洗
し
た
一
人
の
青
年
と
し
て

考
え
て
み
る
と
、『
驟
雨
』
の
「
・
・
急

ぐ
旅
で
は
無
し
泊
ま
れ
・
・
東
金
も
一
筋

街
の
中
程
に
来
れ
ば
・
・
」
と
い
う
文
章

の
背
景
に
は
、
独
歩
が
東
金
に
着
い
て
か

ら
宿
の
二
階
で
う
た
た
寝
を
す
る
ま
で
の

僅
か
な
時
間
、
東
金
に
お
い
て
別
の
行
動

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
故

な
ら
ば
、
独
歩
が
東
金
経
由
で
一
番
関
心

を
抱
い
た
の
は
、
他
の
町
並
み
と
異
な
る

綺
麗
な
商
店
街
の
姿
で
は
な
く
、
町
の
中

程
に
完
成
さ
れ
た
、
と
噂
に
聴
い
た
真
新

し
い
教
会
堂
（
上
総
東
金
福
音
協
会
改
め

南
総
福
音
協
会
）
で
あ
っ
た
の
で
は
と
思

え
る
か
ら
で
あ
る
。
独
歩
は
一
致
教
会
の

　
独
歩
が
生
家
銚
子
に
向
け
て
旅
発
つ

切
っ
掛
け
は
、「
明
治
二
十
六
年
（
一
八

九
三
）
三
月
二
十
三
日
・
・
植
村
正
久
の

『
路
得
記
』
を
聴
き
路
得
の
母
を
懐
ふ
て
、

吾
が
母
を
　
懐
う
の
情
に
堪
へ
ず
、
黙
然

　
涙
を
呑
む
・
・
吾
が
母
の
故
郷
・
吾
が

生
地
　
銚
子
に
旅
行
の
念
動
く
」。

　
又
、
同
年
四
月
二
十
八
日
と
解
釈
で
き

る
「
引
頭
氏
の
宅
に
て
千
葉
の
人
、
西
村

某
と
語
り
、
大
に
千
葉
の
様
子
を
知
り
遊

意
　
愈
々
強
ま
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
独

歩
の
旅
心
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
た
要
因
で

あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
五
月
四
日
商
人
達
で
賑
わ
う

定
例
市
日
の
東
金
に
到
着
す
る
。
馴
染
み

の
な
い
初
め
て
の
東
金
で
、
一
夜
の
宿
を

尋
ね
れ
ば
、
行
き
交
う
多
く
の
人
々
は

口
々
に「
玉
川
屋
旅
館
」「
旅
館
岡
本
」「
八

鶴
館
」
等
の
名
を
挙
げ
た
で
あ
ろ
う
が
、

何
故
か
上
宿
の
「
東
屋
」
で
あ
っ
た
。「
東

屋
」
は
旅
人
が
安
易
に
素
泊
ま
り
で
き
る

宿
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
調
査
を
し
て
み
る
と
「
東
屋
」
の
主
人 

東
條
氏
は
熱
心
な
法
華
宗
の
信
者
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
菩
提
寺
は
八
鶴
湖
畔
の
古

刹 

最
福
寺
（
顕
本
法
華
宗
）。
同
寺
域
内

の
墓
石
裏
面
に
、
東
条
家
三
世
の
戒
名
を

確
認
す
る
。
そ
し
て
、
以
前
墓
守
を
さ
れ

て
お
ら
れ
た
方
に
東
條
家
の
本
籍
を
尋
ね

る
と
「
江
戸
の
市
ヶ
谷
本
丁
で
す
。」
と

の
返
事
で
あ
っ
た
。

　「
江
戸
・
安
政
版
」
並
び
に
「
嘉
永
版
」

の
『
江
戸
切
絵
図
』
に
て
市
ヶ
谷
本
丁
付

近
を
細
見
し
て
み
る
と
、寛
文
十
一
年（
一

六
七
一
）
か
ら
約
二
百
年
余
東
金
（
上
宿
・

谷
・
岩
崎
・
新
宿
・
田
間
・
二
又
）
を
知

行
し
た
奥
州
福
島
藩 

板
倉
内
膳
正
の
屋

敷
（
現
法
政
大
学
）
が
地
図
の
左
下
に
あ

り
、
す
ぐ
隣
接
地
に
は
偶
然
に
も
東
條
の

名
を
称
す
る
旗
本
が
存
在
。
そ
し
て
、
江

戸
城
四
ツ
谷
御
門
近
く
の
麹
町
で
は
浄
土

宗
「
心
法
寺
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
こ
の
寺
は
江
戸
時
代
、
江
戸
の
芝 

露
月
町
に
屋
敷
を
構
え
、
東
金
の
武
射
田

を
知
行
し
た
千
五
百
石
取
り
の
旗
本 

植

村
家
歴
代
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
明
治
二
十

四
年
一
月
、
独
歩
に
洗
礼
を
与
え
た
一
致

教
会
の
牧
師 

植
村
正
久
父
方
の
寺
院
で

あ
る
。

　
植
村
正
久
は
『
植
村
全
集
』（
植
村
全

集
刊
行
会
）
に
よ
れ
ば
、
旗
本 

植
村
祷

十
郎
を
父
に
、
母
テ
イ
の
長
男 

道
太
郎

（
後
、
正
久
）
と
し
て
、
母
の
実
家
で
あ

る
東
金
武
射
田
の
医
師 

中
村
家
に
て
安

伝
道
者
と
し
て
公
私
と
も
多
忙
な
日
々
を

送
る
牧
師 

植
村
正
久
の
代
わ
り
に
、
も

し
自
分
が
生
家
銚
子
へ
行
く
時
は
是
非
東

金
を
訪
れ
、
そ
の
新
し
い
東
金
教
会
堂
の

姿
を
牧
師
に
報
告
し
た
い
と
心
に
誓
っ
た

に
違
い
な
い
。

　
こ
の
教
会
堂
に
つ
い
て
は
『
東
金
教
会

百
年
の
あ
ゆ
み
』（
日
本
基
督
教
団
東
金

教
会
）
よ
り
抜
粋
す
る
と
、「
・
・
中
田

道
之
助
よ
り
持
地
三
百
坪
の
貸
与
申
し
出

で
あ
り
、
明
治
二
十
五
年
十
月
会
堂
建
築

の
着
手
・
・
翌
年
の
明
治
二
十
六
年
初
め

に
完
成
・
・
献
堂
式
は
二
月
二
十
六
日
に

挙
行
・
・
フ
ェ
ゲ
ラ
イ
ン
（
日
本
福
音
協

会
・
第
二
代
総
理
）・
・
の
記
述
に
は
新

し
い
礼
拝
堂
を
献
げ
た
の
で
・・
町
の
人
々

に
は
一
つ
の
事
件
で
あ
っ
た
。
二
百
名
以

上
の
人
が
午
後
及
び
夜
の
集
会
に
出
席
・・

堂
内
立
錐
の
余
地
な
く
堂
外
一
時
は
人
の

山
を
為
せ
り
・
・
場
所
は
八
鶴
湖
畔
の
高

台
で
、
し
か
も
大
通
り
に
面
し
た
地
・
・

最
も
優
れ
た
位
置
・
・
」
と
あ
り
、
現
在

も
当
時
と
同
じ
場
所
に
あ
る
市
内
（
旧
道

一
二
六
号
）
上
宿
の
日
本
基
督
教
団
東
金

教
会
並
び
に
併
設
の
と
き
が
ね
幼
稚
園
で

あ
る
。

　
独
歩
は
、
東
金
の
町
へ
入
る
と
そ
の
ま

ま
、
町
の
中
程
ま
で
足
を
の
ば
し
、
教
会

堂
土
地
所
有
者
で
あ
る
上
宿
の
中
田
家
正

門
玄
関
口
へ
通
じ
る
私
道
（
現 

通
称
教

会
通
り
）
を
進
み
、
八
鶴
湖
手
前
右
側
に

真
新
し
い
教
会
堂
を
確
認
。
胸
に
十
字
を

切
り
、両
手
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
実
は
明
治
二
十
二
年
、
一
致
教
会
よ
り

転
入
し
た
市
川
為
四
郎
が
こ
の
東
金
教
会

の
初
代
の
牧
師
で
す
、
と
の
説
明
を
受
け

た
時
は
、
独
歩
も
さ
す
が
に
驚
き
を
隠
せ

な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
や
が
て
、
居

合
わ
せ
た
地
元
信
者
の
人
に
今
晩
宿
泊
で

き
る
宿
を
尋
ね
る
と
、
教
会
堂
前
の
大
通

り
か
ら
近
い
一
本
南
側
の
路
地
角
に
あ
る

旅
人
宿
「
東
屋
」
を
紹
介
さ
れ
、
恐
ら

く
そ
の
宿
ま
で
案
内
を
受
け
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
同
行
し
た
信
者
の
口
添
え
を
受
け

た
宿
側
で
は
、
一
見
の
旅
人
独
歩
が
主
人 

東
條
の
本
籍
地
で
あ
る
東
京
の
市
ヶ
谷
か

ら
来
た
、
と
聴
く
や
快
く
承
諾
。
早
々
に

二
階
へ
案
内
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
夜
、
同
宿
二
階
に
て
偶

然
相
部
屋
と
な
っ
た
青
年
に
対
し
て
「
そ

の
夜
は
湿
や
か
に
語
り
・
・
今
更
ら
彼

が
昨
夜
の
告
白
（
コ
ン
フ
ェ
ツ
シ
ョ
ン
）

を
思
い
出
し
冷
や
か
な
る
涙
頬
を
つ
た

う
・
・
」
と
の
文
章
も
、
悩
み
を
抱
え
る

迷
え
る
青
年
に
対
し
て
単
な
る
気
休
め
の

語
ら
い
で
な
く
、
基
督
教
信
者
で
あ
る
独

歩
と
し
て
洗
礼
的
な
説
法
で
あ
っ
た
と
思

え
て
な
ら
な
い
。

　
翌
朝
、
独
歩
は
馬
車
に
揺
ら
れ
東
金
を

発
つ
が
、
半
里
ほ
ど
過
ぎ
た
辺
り
、
右
手

方
向
直
線
に
伸
び
る
砂
押
県
道
に
差
し

か
か
っ
た
折
は
、
牧
師 

植
村
正
久
母
方

一
族
の
菩
提
寺 

武
射
田
の
多
寳
山
妙
本

寺
（
顕
本
法
華
宗
）
の
森
を
拝
し
、
一
路

潮
風
が
懐
か
し
い
生
家
銚
子
へ
向
う
の
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
飯
高
　
和
夫
）

歴
史
ば
な
史

国
木
田
独
歩
作
品

『
驟し

ゅ
う

雨う

』の
舞
台
と
東
金
に
つ
い
て
の
一
考
察（
ニ
）

と
う
が
ね

国木田独歩

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター　☎0475-54-0367
http://www.sanbukouiki-chiba.jp/(山武郡市広域行政組合）
電話相談・面接相談受付（月～土曜日、午前9時～午後4時）、適応指導教室〔ハートフルさんむ〕〔月～金曜日、午前9時～午後3時）　※秘密は厳守します。15



び
、
ま
た
我
が
子
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
恐
怖
に
か
ら
れ
た
。
そ
の
恐
怖
が

修
一
を
溺
愛
し
た
の
だ
っ
た
。

「
こ
の
子
は
絶
対
に
無
く
さ
ん
ぞ
」
父
は
寝

息
を
た
て
る
修
一
を
見
つ
め
な
が
ら
よ
く
そ

う
呟
い
た
。

　
松
子
は
そ
ん
な
夫
の
考
え
が
な
ぜ
か
気
に

い
ら
な
か
っ
た
。
修
一
へ
の
溺
愛
も
不
満

だ
っ
た
。
松
子
は
こ
と
あ
る
度
に
夫
に
つ
っ

か
か
っ
た
。

「
ど
う
せ
私
は
姉
さ
ん
が
死
ん
だ
か
ら
こ
の

家
に
来
た
ん
で
す
よ
。
修
一
も
私
も
代
理
家

族
な
ん
で
し
ょ
。
修
一
は
死
ん
だ
ノ
ブ
ち
ゃ

ん
に
見
え
る
ん
で
し
ょ
う
よ
。
私
は
姉
に
見

え
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
言
っ
て
お
き
ま

す
け
ど
、
あ
た
し
は
あ
た
し
で
す
か
ら
ね
」

確
か
に
修
一
の
声
が
ノ
ブ
の
声
と
重
な
っ
て

聞
こ
え
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。

　
修
一
は
よ
く
父
の
自
転
車
に
乗
っ
て
家
に

帰
っ
た
。
父
の
片
手
は
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
く

修
一
の
腕
を
掴
ん
で
放
さ
な
か
っ
た
。
父
の

背
中
は
汗
と
鉄
の
匂
い
が
し
た
。
黄
金
色
の

稲
穂
を
追
う
よ
う
に
走
っ
た
田
園
の
光
景
は
、

今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
父
が
子
供
の
い
な
か
っ
た
社
長
か
ら
工
場

を
譲
り
受
け
た
頃
景
気
が
上
向
き
、
波
に

乗
っ
て
仕
事
の
注
文
は
順
調
に
入
っ
た
。
働

い
た
だ
け
収
入
に
な
る
か
ら
と
、
父
は
工
場

に
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

が
ま
た
松
子
に
は
腹
立
た
し
か
っ
た
。

「
そ
ん
な
に
家
に
帰
っ
て
き
た
く
な
い
ん
で

す
か
。
あ
っ
ち
に
何
か
楽
し
い
こ
と
で
も
あ

る
ん
で
し
ょ
」

　
松
子
の
金
切
り
声
を
聞
き
な
が
ら
子
供

だ
っ
た
修
一
は
、
い
っ
そ
工
場
が
焼
け
て
し

る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

「
シ
ュ
ウ
ち
ゃ
ん
は
『
お
父
さ
ん
子
』
だ
な

あ
」
そ
の
言
葉
に
父
は
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し

た
。
だ
が
そ
れ
は
単
な
る
父
性
愛
で
は
な

か
っ
た
。

　
父
は
か
つ
て
溶
接
工
場
を
経
営
し
て
い
た

が
、
三
十
年
程
前
の
大
震
災
で
二
人
の
幼
な

子
と
妻
を
亡
く
し
工
場
を
失
っ
た
の
だ
。
同

じ
く
そ
の
時
の
震
災
で
夫
に
先
立
た
れ
た
妻

の
妹
『
松
子
』
が
寂
し
さ
に
耐
え
か
ね
、
時

折
り
父
を
訪
ね
て
来
た
。

　
同
じ
辛
さ
を
知
る
者
ど
う
し
の
心
が
い
つ

か
淡
い
感
情
に
変
わ
り
、
数
年
後
父
と
松
子

は
結
婚
し
た
の
だ
。
修
一
は
こ
の
二
人
の
間

の
子
供
だ
っ
た
。
歳
を
取
っ
て
か
ら
の
子
は

可
愛
い
と
言
う
。
だ
が
父
の
場
合
そ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
家
族
を
失
っ
た
悲
し
さ
と

恐
れ
は
何
年
た
っ
て
も
消
え
る
こ
と
は
な
く
、

修
一
が
少
し
で
も
体
の
不
調
を
訴
え
る
と
、

炎
の
中
で
死
ん
だ
妻
子
の
顔
が
脳
裏
に
浮
か

　
秋
に
な
る
と
修
一
は
決
ま
っ
て
旅
に
出
、

ひ
な
び
た
旅
館
を
宿
に
す
る
の
が
常
だ
っ
た
。

宿
で
は
仲
居
に
親
し
く
声
を
掛
け
た
。

「
毎
年
秋
に
旅
を
す
る
ん
で
す
」

「
お
客
さ
ん
お
幸
せ
で
す
ね
。
田
舎
が
お
好

き
な
ん
で
す
か
」
仲
居
は
愛
想
が
良
か
っ
た
。

「
お
姉
さ
ん
は
こ
こ
長
い
ん
で
す
か
」

「
十
年
に
な
り
ま
す
。
で
も
も
っ
と
長
い
者

も
お
り
ま
す
よ
」

「
ど
ん
な
方
？
」

「
先
ほ
ど
お
迎
え
に
出
た
人
で
す
け
ど
、
あ

の
人
は
苦
労
人
で
。
あ
ら
い
け
な
い
。
お
客

さ
ん
と
は
違
っ
て
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
を

背
負
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
え
」

　
話
を
聞
き
な
が
ら
開
け
放
し
た
窓
の
外
を

眺
め
る
と
、
黄
金
色
の
田
か
ら
吹
く
風
が
修

一
の
昔
を
甦
せ
た
。

　
修
一
の
父
は
町
外
れ
の
小
さ
な
工
場
に
勤

め
て
い
た
。
小
学
校
の
帰
り
工
場
に
立
ち
寄

り
、
社
長
の
出
し
て
く
れ
る
茶
菓
子
を
食
べ

ま
え
ば
い
い
と
さ
え
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
頃
遠
縁
に
当
た
る
女
性
が
工
場
の
経
理

を
手
伝
い
に
来
て
い
た
。
松
子
は
そ
の
こ
と

に
も
邪
推
し
、
こ
と
あ
る
度
に
腹
を
立
て
、

や
が
て
そ
の
女
性
を
辞
め
さ
せ
る
と
、
自
分

が
経
理
を
や
る
と
言
い
出
し
た
。

　
し
か
し
慣
れ
な
い
仕
事
に
ミ
ス
が
重
な
り
、

父
が
少
し
強
く
注
意
す
る
と
性
格
の
激
し
い

松
子
は
逆
上
し
て
の
の
し
っ
た
。

「
も
う
こ
ん
な
家
に
い
ら
れ
る
も
の
で
す
か
。

あ
な
た
か
ら
は
人
が
み
ん
な
い
な
く
な
る
よ

う
に
で
き
て
る
の
よ
。
運
命
ね
、
諦
め
る
と

い
い
わ
。
修
一
と
出
て
行
き
ま
す
。
あ
ん
た

に
面
倒
を
見
て
貰
わ
な
く
た
っ
て
、
田
舎
の

旅
館
の
仲
居
を
し
な
が
ら
で
も
子
供
の
一
人

く
ら
い
は
育
て
ら
れ
る
ん
だ
か
ら
」

松
子
は
修
一
の
手
を
取
っ
た
。

「
ぼ
く
父
さ
ん
と
い
る
。
だ
か
ら
母
さ
ん
も

家
に
い
て
よ
」

修
一
は
父
親
の
背
に
隠
れ
た
。

　
松
子
は
修
一
を
置
い
て
家
を
出
た
の
だ
っ

た
。
そ
れ
は
二
十
数
年
前
の
秋
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
母
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
。
『
田
舎

で
仲
居
を
し
て
で
も
』
と
言
っ
た
あ
の
時
の

母
の
言
葉
が
、
鄙
び
た
旅
に
誘
う
の
だ
が
、

そ
れ
も
今
年
で
十
五
回
目
と
な
る
。
還
暦
間

近
い
母
を
、
仲
居
の
誰
か
が
知
っ
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
。
そ
う
思
い
仲
居
の
顔
を
見
つ

め
る
と
、

「
で
は
ご
ゆ
っ
く
り
田
舎
の
景
色
を
楽
し
ん

で
下
さ
い
」

仲
居
は
愛
想
よ
く
微
笑
み
な
が
ら
部
屋
を
出

て
行
っ
た
。

リーフノベルとは…原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に収める
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ま
え
ば
い
い
と
さ
え
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
頃
遠
縁
に
当
た
る
女
性
が
工
場
の
経
理

を
手
伝
い
に
来
て
い
た
。
松
子
は
そ
の
こ
と

に
も
邪
推
し
、
こ
と
あ
る
度
に
腹
を
立
て
、

や
が
て
そ
の
女
性
を
辞
め
さ
せ
る
と
、
自
分

が
経
理
を
や
る
と
言
い
出
し
た
。

　
し
か
し
慣
れ
な
い
仕
事
に
ミ
ス
が
重
な
り
、

父
が
少
し
強
く
注
意
す
る
と
性
格
の
激
し
い

松
子
は
逆
上
し
て
の
の
し
っ
た
。

「
も
う
こ
ん
な
家
に
い
ら
れ
る
も
の
で
す
か
。

あ
な
た
か
ら
は
人
が
み
ん
な
い
な
く
な
る
よ

う
に
で
き
て
る
の
よ
。
運
命
ね
、
諦
め
る
と

い
い
わ
。
修
一
と
出
て
行
き
ま
す
。
あ
ん
た

に
面
倒
を
見
て
貰
わ
な
く
た
っ
て
、
田
舎
の

旅
館
の
仲
居
を
し
な
が
ら
で
も
子
供
の
一
人

く
ら
い
は
育
て
ら
れ
る
ん
だ
か
ら
」

松
子
は
修
一
の
手
を
取
っ
た
。

「
ぼ
く
父
さ
ん
と
い
る
。
だ
か
ら
母
さ
ん
も

家
に
い
て
よ
」

修
一
は
父
親
の
背
に
隠
れ
た
。

　
松
子
は
修
一
を
置
い
て
家
を
出
た
の
だ
っ

た
。
そ
れ
は
二
十
数
年
前
の
秋
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
母
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
。
『
田
舎

で
仲
居
を
し
て
で
も
』
と
言
っ
た
あ
の
時
の

母
の
言
葉
が
、
鄙
び
た
旅
に
誘
う
の
だ
が
、

そ
れ
も
今
年
で
十
五
回
目
と
な
る
。
還
暦
間

近
い
母
を
、
仲
居
の
誰
か
が
知
っ
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
。
そ
う
思
い
仲
居
の
顔
を
見
つ

め
る
と
、

「
で
は
ご
ゆ
っ
く
り
田
舎
の
景
色
を
楽
し
ん

で
下
さ
い
」

仲
居
は
愛
想
よ
く
微
笑
み
な
が
ら
部
屋
を
出

て
行
っ
た
。

内
一
組
が
離
婚
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
不
幸
な
こ
と
で
す
。
理
由
が
何
で
あ
れ
、
離

婚
し
た
夫
婦
に
は
豊
か
な
香
り
の
果
実
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
夫
婦
揃
っ
て
老
い
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
、
天
の

祝
福
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
作
品
の
中
で
特
に
読
者
を
揺
さ
ぶ
る
一
行
は

次
の
一
行
で
し
ょ
う
。

『
ぼ
く
た
ち
も
冬
の
準
備
を
し
よ
う
』

　
こ
の
言
葉
に
は
老
い
に
対
す
る
寂
し
さ
や
絶
望
感

な
ど
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
。自
然
の
摂
理
の
中
で
、こ

こ
ま
で
来
れ
た
こ
と
の
喜
び
さ
え
行
間
に
は
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
実
は
私
が
こ
の
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
一
行
に
引
き
込
ま
れ
た
か
ら

で
し
た
。

　
で
は
こ
こ
で
作
者
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
致
し
ま

し
ょ
う
。

  

大
塚
欽
一
さ
ん
は
水
戸
市
に
お
す
ま
い
で
医
師
を

さ
れ
て
お
ら
れ
、
お
忙
し
い
お
仕
事
の
傍
ら
、
十
数

冊
の
詩
集
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
詩
集
名
は
、

『
紫
陽
花
の
譜
』『
非
在
の
館
』『
蒼
ざ
め
た
馬
』『
こ

の
紺
碧
の
空
の
下
』そ
し
て
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た『
妻
を
恋
ふ
る
詩
Ⅱ
』な
ど
で
す
。
詩
集
の
他

に
『
美
神
に
魅
入
ら
れ
た
詩
人
達
Ⅰ
・
Ⅱ
』『
群
狼

譜
』そ
し
て
、『
世
界
の
恋
愛
詩
歌
抄
』と
言
っ
た
エ
ッ

セ
イ
集
な
ど
多
数
の
著
書
を
お
持
ち
で
す
。

　
ま
た
日
本
現
代
詩
人
会
や
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
、
茨

城
詩
人
協
会
、
日
本
文
藝
家
協
会
等
の
会
員
で
あ
り
、

同
人
誌
「
幻
竜
」に
所
属
さ
れ
、ご
自
分
で
も
同
人
誌

「
風
樹
」を
主
宰
し
、
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
詩
人
で
す
。

　
　
　
　
※
作
品
中
の
ル
ビ
は
高
安
が
つ
け
ま
し
た
。

　
何
と
格
調
高
い
作
品
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
い
て

哲
学
め
い
た
堅
さ
は
無
く
、
老
い
た
全
て
の
人
に
共

感
を
与
え
る
詩
で
す
。
い
え
、
若
い
夫
婦
に
目
指
す

べ
く
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
詩
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
詩
は
詩
人
大
塚
欽
一
氏
が
、
ご
自
分
の
奥
様

に
送
っ
た
詩
集
『
妻
を
恋
ふ
る
詩
Ⅱ
』の
中
の
一
編

で
す
が
、
い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
夫
婦
愛
が
伺
え
ま
す
。

そ
れ
は
流
行
歌
で
よ
く
耳
に
す
る
愛
と
か
、
恋
し
て

る
と
か
と
い
う
言
葉
を
超
越
し
た
も
の
で
す
。
そ
こ

に
は
限
り
な
い
感
謝
の
心
が
内
在
し
ま
す
。『
あ
り
が

と
う
』と
か
『
感
謝
し
て
い
る
』な
ど
と
い
う
言
葉
を

凌
駕
す
る
深
い
物
が
そ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
老
い
と
は
何
と
容
赦
の
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。
美
し
か
っ
た
時
を
過
ぎ
、
輝
い
て
い

た
時
代
を
通
り
過
ぎ
て
、
作
者
は
老
い
た
こ
と
を
た

だ
『
悟
れ
』と
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
れ
は
銀
杏
の
木

が
黄
金
色
に
輝
く
よ
う
に
、
熟
柿
が
木
か
ら
離
れ
る

よ
う
に
、
す
べ
て
自
然
の
摂
理
な
の
だ
と
語
り
ま
す
。

で
す
が
そ
こ
に
は
悲
壮
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寂
し
さ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
雪
に
覆
わ

れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
を

更
に
磨
き
、
こ
の
世
の
名
残
と
し
よ
う
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
格
調
の
高
さ
な
の

で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
更
に
自
分
の
奥
さ
ん
を
『
生
涯
の
果
実
』

だ
、と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。こ
の
自
信
は
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。
利
発
で
物
事
の
判
断
も
行
動
も
的
確
で
、

夫
を
支
え
家
庭
を
守
り
抜
い
た
夫
人
へ
の
最
大
の
感

謝
の
言
葉
で
す
。
果
実
と
は
立
派
に
成
長
し
た
子
供

や
家
族
の
平
穏
な
ど
を
さ
す
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
果
実
だ
と
言
わ
れ
る
奥
様
も
幸
せ
で
す

が
、
そ
う
言
い
切
れ
る
作
者
の
、
な
ん
と
幸
せ
な
こ

と
で
し
ょ
う
。
最
近
離
婚
す
る
夫
婦
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
統
計
で
は
三
組
の
夫
婦
の

ポエムの窓
文・高安義郎
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大 

塚 

欽 

一

金
色
の
櫛
で
そ
の
白
く
な
っ
た
髪
を
梳す

き
な
さ
い

皺
深
く
な
っ
た
額
や
頬
に
は
丁
寧
に
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を

そ
の
乾
い
た
唇
に
は
若
々
し
い
紅
を
塗
っ
た
ら
い
い

ぼ
く
た
ち
に
も
衰
え
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
消
滅
の
時
が
あ
る
よ
う
に

ぼ
く
た
ち
に
も
そ
の
時
は
く
る

な
な
か
ま
ど
の
鮮
や
か
な
橙
色

黄
金
の
衣
を
ま
と
っ
て
立
つ
銀
杏
の
樹

虫
に
食
わ
れ
な
が
ら
今
に
も
落
ち
そ
う
な
熟
柿

紅
葉
の
山
々
は
最
後
の
没
絃
琴
を
奏
で
て
い
る

ま
も
な
く
霜
が
降
り
雪
が
地
を
覆
う
だ
ろ
う

ぼ
く
た
ち
も
冬
の
準
備
を
し
よ
う

あ
れ
ほ
ど
燃
え
上
が
っ
た
夏
の
熱
狂
も

蝋
燭
の
炎
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
萎し

ぼ

ん
で
い
く

心
の
天て

ん

蓋が
い

を
煤す

す

だ
ら
け
に
し
な
が
ら

見
え
て
き
た
　
老ろ

う

残ざ
ん

の
残
り
少
な
い
日
数

悟
れ
　
老
い
る
と
は
こ
う
い
う
も
の

炎
が
最
後
に
煌き

ら

め
く
よ
う
に
燃
え
あ
が
ろ
う
よ

あ
な
た
は
ぼ
く
の
砂
漠
に
咲
い
た
大
輪
の
花

そ
し
て
ぼ
く
の
生
涯
の
唯
一
の
果
実

若
い
時
の
か
が
や
く
よ
う
な
美
し
さ
は
褪あ

せ
よ
う
と
も

内
側
か
ら
に
じ
み
出
る
美
し
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る

そ
れ
ら
を
熟
さ
せ
な
が
ら
朽
ち
果
て
よ
う
よ

せ
め
て
こ
の
世
に
小
さ
な
固
い
芯
を
残
し
て

　
　
　
　
（
詩
集
『
妻
を
恋
ふ
る
詩う

た

Ⅱ
』
）
よ
り

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　子ども家庭110番　☎043-252-1152
http://www.pref.chiba.lg.jp/kouhou/soudan/kodomo.html (千葉県各種相談窓口〈こども〉）
千葉県の運営する相談機関です。平日は午前9時～午後8時、休日は午前9時～午後5時に受付しています。児童虐待相談は24時間・365日受け付けています。17



中
の
傑
作
の
絵
本
で
、
小
さ
い
人
た
ち

が
必
ず
通
る
道
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
、
装
い
も
新
た
に
出
版

さ
れ
た「
お
め
で
た
こ
ぶ
た
」シ
リ
ー
ズ

の
挿
絵
は
、
や
ま
わ
き
ゆ
り
こ
さ
ん
が

描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
の
絵
本
で

は
ほ
か
に
も
、
ゆ
う
じ
と
動
物
た
ち
と

の
楽
し
い
お
話『
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
』や

『
た
か
ら
さ
が
し
』も
お
勧
め
で
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
の
は
、
ど
れ
も
時
代

や
世
代
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
て
い
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
時
を
経
て
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ
て
も
、
本

当
に
良
い
物
語
は
こ
う
し
て
生
き
続
け

る
の
で
し
ょ
う
。
い
え
、
生
き
続
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
機
器

の
発
達
で
す
べ
て
に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め

ら
れ
、
刺
激
が
強
す
ぎ
る
今
の
世
の
中
、

あ
え
て
こ
う
い
う
ゆ
っ
た
り
と
し
た
の

ど
か
な
お
話
に
触
れ
る
こ
と
が
、
幼
い

人
た
ち
に
は
と
て
も
大
切
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

語
で
、
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る
作
品
が

あ
り
ま
す
。一
つ
は
神
沢
利
子
作
の『
く

ま
の
子
ウ
ー
フ
』で
す
。や
さ
し
い
お
と

う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
、
う
さ
ぎ
の
ミ

ミ
や
き
つ
ね
の
ツ
ネ
タ
た
ち
友
だ
ち
に

囲
ま
れ
て
過
ご
す
、
く
ま
の
子
ウ
ー
フ

の
毎
日
を
描
い
た
童
話
集
で
、「
お
め
で

た
こ
ぶ
た
」に
通
じ
る
楽
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
以
前
に
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取

り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
教
科

書
に
も
載
っ
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん

お
な
じ
み
で
す
よ
ね
。

　
も
う
一
つ
は
紹
介
す
る
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
、ご
存
知
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』で
す
。

な
か
が
わ
り
え
こ・や
ま
わ
き（
お
お
む

ら
）ゆ
り
こ
姉
妹
が
生
み
出
し
た
傑
作

小
学
校
の
時
に
学
校
の

図
書
室
で
出

会
っ
て
お
気
に
入
り
だ
っ
た
ア
リ
ソ

ン
・
ア
ト
リ
ー
の
本
が
、
新
し
い
形
で

図
書
館
の
本
棚
に
並
ん
で
い
る
の
を
見

て
、思
わ
ず
手
に
取
り
ま
し
た
。「
お
め

で
た
こ
ぶ
た
」シ
リ
ー
ズ
の
三
冊『
お
め

で
た
こ
ぶ
た
―
四
ひ
き
の
こ
ぶ
た
と
ア

ナ
グ
マ
の
お
話
』、『
サ
ム
、
風
を
つ
か

ま
え
る
』、『
サ
ム
の
お
し
ご
と
』で
す
。

　
サ
ム
た
ち
四
ひ
き
の
こ
ぶ
た
の
兄
弟

は
、
森
の
は
し
っ
こ
に
親
が
わ
り
の
ア

ナ
グ
マ
、
ブ
ロ
ッ
ク
さ
ん
と
一
緒
に
く

ら
し
て
い
ま
す
。
サ
ム
は
す
え
っ
こ
で
、

い
つ
も
と
っ
て
も
元
気
。
い
ろ
ん
な
こ

と
に
首
を
突
っ
込
ん
で
、
楽
し
い
騒
動

を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
三
冊
に
は
、

そ
ん
な
サ
ム
た
ち
の
お
話
が
六
篇
ず
つ

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ム
の
お
話
が
最
初
に
日
本
に
紹
介

さ
れ
た
の
は
、
も
う
五
十
年
も
前
の
こ

と
で
す
。
大
人
の
み
な
さ
ん
も
、「
サ

ム・ピ
ッ
グ
」や
「
チ
ム・ラ
ビ
ッ
ト
」と

い
う
名
前
を
な
つ
か
し
い
と
感
じ
る
人

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

が
特
に
好
き
だ
っ
た
の
は
『
チ
ム
・
ラ

ビ
ッ
ト
の
ぼ
う
け
ん
』の
ほ
う
で
、中
で

も
「
チ
ム
・
ラ
ビ
ッ
ト
と
あ
か
ち
ゃ
ん

ぐ
つ
」の
お
話
が
大
の
お
気
に
入
り
で

し
た
。
今
回
こ
こ
で
ア
ト
リ
ー
の
本
を

紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
も
う
一
度
読
み

返
し
て
み
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
読
ん
だ
時
と
同
じ
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク

し
て
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
動
物
を
主
人
公
と
し
た
物

Bookcases of children

※�ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫
や東金図書館で借りられます。たん
ぽぽ文庫は日吉台の東が丘会館で、
毎週金曜日３時から開いています。

☎ 0475-52-1983 佐藤
☎ 0475-54-1620 福島

たんぽぽ文庫

子どもの本箱
佐藤真理

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

↑ときがね湖方面

（事務局）
たんぽぽ文庫

丸山公園

黒田公園

東
が
丘
会
館

55

『サムのおしごと』 『おめでたこぶた ― 四ひきの
こぶたとアナグマのお話』

『サム、風をつかまえる』
アリソン・アトリー　福音館書店

『くまの子ウーフ』
神沢利子　ポプラ社

『ぐりとぐら』　『そらいろのたね』　『たからさがし』
なかがわりえこ作／おおむらゆりこ絵　福音館書店

『チム・ラビットのぼうけん』

☆
こ
そ
あ
ど
の
会
（
子
ど
も
の
本
を

　
楽
し
む
会
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
、
十
時
か
ら
、

東
金
図
書
館
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て

こ
そ
あ
ど
の
会（
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む

会
）を
開
い
て
い
ま
す
。
絵
本
や
読
み
物

（
児
童
書
）で
、
読
ん
で
面
白
か
っ
た
な

あ
と
思
う
本
を
紹
介
し
あ
う
会
で
、
子

供
の
本
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
歓
迎
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。	

アリソン・アトリー　童心社

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活・文化課　☎043-223-2288
外にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活・文化課まで。
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学びの扉

　毎年、地区の体育協会、消防団、隣接する幼稚園との合同の
運動会を開催しています。
　児童の種目以外に地区の種目もあり、和気あいあいとした雰
囲気の１日を過ごします。この写真は体育協会によるパン食い
競争です。

　11 月に丘山縁日という行事を行います。授業参観、学習発
表のあと、PTA の皆様による模擬店を行います。児童も保護
者の皆さんもとても楽しみにしています。この写真は飲み物販
売の模擬店です。

学校と地域の体験活動 丘山小学校

「家庭・地域との連携」　丘山小の教育
　丘山小学校には、家庭や地域と連携した様々な活動があります。保護者や地域の方々とのふれあいをとおして豊かな心
をもつ児童の育成に取り組んでいます。また、地域の方々のご協力を得て、さまざまな体験活動を実施しています。それ
らのいくつかをご紹介します。

−第４回−

丘山小の体験活動

地域と合同の大運動会 保護者と楽しむ丘山縁日

地域の皆さんのご協力
●田植え

　ときがねウォッチングの皆さんのご
協力により 5 年生が田植え実習を行
いました。学校近くの自然がいっぱい
の水田で、泥だらけになりながら一生
懸命に植えました。秋の収穫が楽しみ
です。

●陶芸クラブ

　学校支援ボランティアの皆さんにご
指導を受けて活動しています。学校に
は陶芸用の窯があり、毎年、素敵な作
品が誕生します。

●交通安全教室

　交通安全協会の皆さんのご協力により
交通安全教室を実施しました。模擬道路
を使い低学年は歩行、高学年は自転車で
の実習を行いました。子ども達はこの行
事をとおして、絶対に交通事故を起こさ
ないという決意を新たにしました。

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　☎0475-53-3615　みのりの郷東金　
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分～ 11時まで　月曜日が祝日の場合はお休み19



From Inside

　

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
東
金
と
山
武
、
場
所
が
近
い
の
で
興
味

の
あ
る
内
容
で
日
程
が
合
え
ば
、
心
の
栄
養

と
癒
し
の
為
に
出
か
け
ま
す
。
東
金
Ｆ
Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｎ　
Ｃ
Ｏ　
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
チ
ケ
ッ
ト
も

購
入
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
十
九
里
町　
行
木
）

　
「
江
戸
絵
図
」
か
ら
み
た
東
金
は
、雄
蛇
ヶ

池
の
水
利
争
い
の
歴
史
が
垣
間
見
る
こ
と
が

出
来
、
勉
強
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
福
俵　
高
橋
）

　
「
と
き
め
き
」
を
戴
く
の
は
病
院
が
多
い

で
し
ょ
う
か
。
毎
回
た
の
し
く
、
又
た
の
し

み
に
し
て
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
東
金

史
、
今
回
も
「
江
戸
絵
」
か
ら
み
た
東
金
が

あ
り
「
元
禄
絵
図
」
を
見
な
が
ら
、
現
在
の

地
名
を
た
ど
り
な
が
ら
た
の
し
ん
で
い
ま

す
。
東
金
に
来
て
、
19
年
目
に
な
り
住
み
心

地
の
よ
い
所
と
感
じ
て
居
ま
す
。
と
き
め
き

は
私
の
情
報
網
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
上
宿　
片
山
）

　
毎
回
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
手
に
取
り
ま

す
。
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
の
フ
ァ
ン
と
し
て
、
作

家
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
文
章
に

し
て
い
る
の
か
。
常
に
観
察
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
毎
号
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
猫
の
行
列
」、

人
の
考
え
方
は
十
人
十
色
、
1
0
0
％
す
べ

て
の
人
が
O
K
な
ん
て
あ
り
え
な
い
。
良
か

れ
と
思
っ
て
行
動
し
た
こ
と
が
空
回
り
し
て

失
敗
す
る
こ
と
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
度
、

落
ち
込
み
ま
す
。
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
間
）

　

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
の
「
猫
の
行
列
」
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
と
餌
づ
け
の

難
し
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
峰
子
さ

ん
に
し
て
み
る
と
、
殺
風
景
な
住
宅
地
が
餌

づ
け
を
し
た
結
果
、
子
ど
も
達
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
楽
し
く
な
り
か
け
て

い
た
の
に
、
と
思
う
で
し
ょ
う
し
、
住
民
側

か
ら
し
て
み
る
と
余
計
な
こ
と
を
す
る
か
ら

子
ど
も
が
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
と
思
う
で

し
ょ
う
し
、
こ
の
街
の
先
住
人
と
峰
子
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

が
先
決
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
武
市　
高
橋
）

　
「
生
老
病
死
」
や
寂
び
庭
が
印
象
的
で
し

た
。
た
し
か
に
現
在
、
老
い
を
避
け
る
傾
向

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
今
は
ま
だ
若
い

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
年
を
重
ね
た

時
、
美
し
く
、
素
晴
ら
し
い
年
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
吉
台　
安
藤
）

　
表
紙
の
可
愛
ら
し
さ
に
毎
回
手
に
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
回
の
「
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
種
）
か

ら
は
じ
め
る
棉
糸
つ
む
ぎ
」
実
か
ら
顔
を
出

し
て
い
る
棉
だ
け
で
も
、
あ
た
た
か
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
糸
つ

む
ぎ
、
そ
し
て
織
物
に
な
っ
て
、
更
に
あ
た

た
か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
網
白
里
市　
山
本
）

　
市
の
検
診
の
帰
り
に
食
事
に
寄
り
、
レ
ジ

横
の
と
き
め
き
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
50
年

ほ
ど
前
、
通
い
な
れ
た
八
鶴
湖
も
桜
と
ち
が

い
新
緑
も
又
と
て
も
良
い
も
の
で
す
ネ
。
当

時
は
朝
晩
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
階
段
の
昇
降

も
た
だ
た
だ
ハ
ー
ド
の
中
の
一
つ
で
、
ゆ
っ

く
り
眺
め
も
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

と
て
も
新
鮮
に
思
え
ま
す
。
年
を
と
っ
て
証

拠
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
ネ
。
読
み
聞
か
せ

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
の
で
子
ど
も

の
本
箱
も
気
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薄
島　
戸
田
）

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
東
金
文
化
会
館
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ど
も
科
学
館
、
工
作

教
室
、
習
い
事
で
発
表
す
る
ピ
ア
ノ
、
和
太

鼓
、
ダ
ン
ス
。
能
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
よ
し
も

と
ラ
イ
ブ
、高
校
生（
O
B
）に
よ
る（
G
W
）

吹
部
に
よ
る
発
表
、
映
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

e
t
c
…　
楽
し
い
思
い
出
つ
ま
っ
た
東
金

文
化
会
館
で
す
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
十
九
里
町
）

　
正
直
、
き
ち
ん
と
拝
見
し
た
事
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
も
回
覧
板
で
回
っ

て
来
た
の
を
パ
ラ
パ
ラ
っ
と
見
る
程
度
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
今
回
も
何
気
な
く
見
て
み
る

と
、
夏
休
み
中
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
！
こ

れ
は
役
に
立
つ
！
と
思
い
す
ぐ
に
み
の
り
の

郷
に
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
散
歩
道
で
は

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
歩
い
た
場
所
が
昔
は

こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
家
族
で
話

し
ま
し
た
。
今
回
と
き
め
き
を
初
め
て
き
ち

ん
と
拝
見
し
、
毎
号
ち
ゃ
ん
と
見
た
い
な
～

　
過
去
の
も
し
っ
か
り
見
と
け
ば
良
か
っ
た

な
～
と
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
。
と
き
め
き

の
お
か
げ
で
家
族
全
員
で
話
せ
る
話
題
が
増

え
た
事
に
と
て
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
上　
酒
井
）

▶

過
去
の
と
き
め
き
は
図
書
館
、
生
涯
学
習

課
に
揃
え
て
い
ま
す
。
閲
覧
の
み
で
す
が
、

号
に
よ
っ
て
は
在
庫
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
来
庁
下
さ
い
。

　
エ
リ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
が
載
っ
て
い

る
の
で
と
て
も
役
に
立
っ
て
ま
す
。
先
日
、

用
事
が
あ
り
大
網
の
て
ん
と
う
虫
に
い
き
ま

し
た
。
ね
こ
ち
ゃ
ん
が
い
て
目
の
色
が
金
色

と
銀
色
で
と
て
も
珍
し
く
触
っ
て
も
嫌
が
ら

ず
、
店
主
が
こ
の
猫
に
会
え
て
な
で
る
と
い

い
事
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
い
い
事
楽
し
み

に
し
て
ま
～
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
上　
廣
田
）

　十五年間、“連れ添った”
犬クロが突然亡くなった。
ある日の夕方、散歩に行こ
うとクロのもとへ行くと、
それまで声が聞こえてい
たのに切れたチェーンだけ

がポツリと残されていた。それほど遠くに行っ
ていないと思い、いつもの散歩コースを捜索し
たが発見できず、翌日早朝の懸命な捜索も残
念であった。結果的に、発見された場所の近く
まで行ったのにその一角だけ何故か見過ごし
た。家族一同、悲しい想いとなったが、楽しかっ
た時間をくれたクロに唯々感謝。ありがとう。

青 木

　ウルトラの父と母
の本名（？）を知って
いますか？先日ウル
トラマン好きの息
子から聞き、知りま
した。髪型が似てい

たので「ウルトラの母」と呼ばれていたこ
とのある私にとってはとても興味深く、
隣の鑓田が答えを知っていたことにまた
びっくりでした。ところで11月1日（火）～
4日（金）は東金市文化展、11月3日（木）
は芸能大会で、東金文化会館で行いま
す。芸術の秋です！是非お越し下さい！

露久保

　今回は我が家のWi-Fi
環境について…。自宅は
木造2階建てなのですが、
廊下で繋がった築180年
ほどの母屋がありまして、
そちらでもWi-Fiが使い

たいと家族から提案があり、中継器でも買って
きて置いておけば良いや～って設置したんで
す。使う前日にこれが繋がらない。渋々説明書
を読む私…、でも繋がらない…。試行錯誤しな
がら、設定変えながら3時間の格闘の末にやっ
と繋がったのが22時でして、何事もやりっぱな
しではいけないと思った週末でした。

糸 久

　8月に浜松
に行ってきまし
た。徳川家康
が長い間拠点
としていた浜
松城は公園に

なっており、来年の大河ドラマの主
人公、井伊直虎もプッシュされてい
ました。浜名湖では遊覧船やロー
プウェイに乗ったり、遊園地で遊ん
だり、温泉に入ったり…とても楽し
い場所でした！なお、浜松にもたくさ
んのポケモンがいました（＾○＾）！

鑓田

　ときめきでは、読者の皆様からの投
稿をお待ちしています。楽しい日常の出
来事、イラストやスナップ写真、そして
新企画のアイディアや情報の提供など、
編集部までどしどしお寄せください。
　また、本誌へのご意見ご要望なども
お待ちしています。（ときめき編集部）

読者の皆様へ

読
者
の
ひ
ろ
ば

と
き
め
き

イ
ベ
ン
ト
情
報

感
想

散
歩
道

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
＆
ポ
エ
ム
の
窓

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
街
角

次号（Vol.82）は平成29年2月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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第
一
次
世
界
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
軍

及
び
赤
十
字
は
戦
場
で
の
外
科
治
療
に

必
ず
使
う
コ
ッ
ト
ン（
綿
）の
供
給
に
悩

ま
さ
れ
た
。こ
の
緊
急
課
題
に
対
し
、
ア

メ
リ
カ
の
キ
ン
バ
リ
ー・ク
ラ
ー
ク
社
は

木
造
繊
維（
セ
ル
ロ
ー
ス
）を
原
料
と
し

た
新
素
材「
セ
ル
コ
ッ
ト
ン
」を
開
発
。そ

し
て
即
、戦
線
の
外
科
治
療
現
場
に
送
っ

た
。そ
の
後
、
同
社
は
こ
の「
セ
ル
コ
ッ

ト
ン
」の
技
術
を
応
用
し
、
一
九
二
四
年

に
世
界
で
初
め
て「KLEEN

EX

」（
ク
リ

ネ
ッ
ク
ス
）の
製
品
名
で
売
り
出
し
た
。

　
「Clean

」（
清
潔
）の
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
、
特
に

女
性
に
は
化
粧
落
と
し

て
重
宝
が
ら
れ
、
世
界
中

に
広
ま
っ
た
。最
初
の
ク

リ
ネ
ッ
ク
ス
テ
ィ
シ
ュ
は

一
枚
々
折
ら
ず
に
箱
に
入
っ
た
も
の
で
、

現
在
の
一
枚
ず
つ
出
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

機
能
は
一
九
二
九
年
に
開
発
さ
れ
た
。

　
因
み
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
は
昭

和
四
四
年
に
高
知
県
の
あ
る
製
紙
会
社

が
広
告
宣
伝
用
の
マ
ッ
チ
箱
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
た
そ
う
だ
。こ
れ
は
日
本
独
自

の
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
こ
と
。

　
テ
ィ
シ
ュ
、
今
で
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
。こ
れ
も
ま
た“
一
枚
一
枚
”の
歴
史

の
積
み
重
ね
を
感
じ
る
。　
　
（
青
木
）

ときめき
トリビア

No.55

　

今
年
と
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、

戦
国
時
代
が
舞
台
に
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
今
年
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
が
真
田
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お

り
、
戦
国
時
代
が
注
目
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。そ
う
い
っ
た
世
の

流
れ
を
受
け
て
、
今
回
の「
ち
ょ
っ

と
」は
、「
歴
史
は
ど
う
も
苦
手
で
…
」

と
い
う
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
、戦
国
時
代
の
東
金
に
つ
い
て「
人
」

と「
城
」に
着
目
し
て
紹
介
し
ま
す
！

　

ま
ず
は「
人
」を
紹
介
し
ま
す
。戦

国
時
代
、
東
金
を
領
地
と
し
て
い
た

の
は「
東
金
酒
井
氏
」と
い
う
一
族
で

す
。こ
の
一
族
が
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
東
金
に
来
た
か
、
詳
し
い
こ
と
は

不
明
で
す
が
、
酒
井
清
伝（
実
名
は

不
明
、
定
隆
の
こ
と
か
）と
い
う
人

物
の
子
孫
が
土
気
城
と
東
金
城
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
を
支
配
し

た
こ
と
か
ら
、
土
気
城
の
酒
井
氏
と

区
別
し
て
、
東
金
酒
井
氏
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。１
５
９
０
年（
天
正
１
８

年
）頃
の
あ
る
史
料
に
は
、「
と
う
か

ね
の
城
」に「
百
五
十
騎
」（注
１
）い
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
金
酒
井
氏
は
、
安
房
か
ら
上
総

を
支
配
し
て
い
た
里
見
氏
と
、
小
田

原
城（
現
神
奈
川
県
小
田
原
市
）を
拠

点
と
し
た
北
条
氏
と
の
間
で
、
立
場

を
入
れ
替
え
な
が
ら
生
き
延
び
て
き

た
一
族
で
す
。同
じ
一
族
で
あ
る
土

気
酒
井
氏
と
は
、
時
に
は
対
立
し
、

時
に
は
味
方
同
士
と
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
１
５
９
０
年
、
豊
臣
秀
吉
が
、
大

軍
を
率
い
て
小
田
原
の
北
条
氏
を
攻

撃
し
ま
す
。小
田
原
合
戦
と
呼
ば
れ

る
こ
の
戦
い
で
、
東
金
酒
井
氏
は
土

気
酒
井
氏
と
同
じ
く
北
条
氏
に
味
方

す
る
立
場
で
し
た
。そ
の
た
め
、
豊

臣
側
で
あ
る
徳
川
家
康
の
攻
撃
を
受

け
て
降
伏
、
東
金
酒
井
氏
に
よ
る
東

金
周
辺
の
支
配
は
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
…

　

次
に「
城
」を
紹
介
し
ま
す
。東
金

酒
井
氏
が
拠
点
と
し
た
東
金
城
は
、

現
在
の
八
鶴
湖
の
近
く
、
東
金
高
校

や
本
漸
寺
の
後
ろ
の
山
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
。造
ら
れ
た
時
期
は
明
確

に
は
不
明
で
す
が
、
少
な
く
と
も
戦

国
時
代
に
は
東
金
酒
井
氏
の
拠
点
と

し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
す
。お

城
と
い
っ
て
も
、
大
阪
城
や
姫
路
城

の
よ
う
に
立
派
な
天
守
閣
が
あ
る
よ

う
な
城
で
は
な
く
、
険
し
い
山
を
天

然
の
要
害
と
し
た「
山
城
」（
注
２
）で
し

た
。そ
ん
な
東
金
城
も
、
先
述
の
小

田
原
合
戦
の
後
に
壊
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、後
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
、

山
の
麓（
現
東
金
高
校
の
場
所
）に
東

金
御
殿
が
造
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
東
金
城
跡
の
一
部
に
は
、
東

金
高
校
と
本
漸
寺
の
間
に
あ
る
道
か

ら
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。道
を
少

し
進
む
と
門（
写
真
①
）が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
門
は
午
前
９
時
～
午
後
４

時
の
間
に
開
門
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

坂
道
の
途
中
に
は
、
戦
争
の
頃
に
作

ら
れ
た
防
空
壕（
写
真
②
）や
、
市
民

の
方
が
自
費
を
投
じ
て
建
立
し
た
、

歌
碑
を
中
心
と
し
た「
碑
の
森
」が
あ

り
ま
す
。そ
こ
か
ら
は
険
し
い
道
が

続
き
ま
す
が
、
道
の
途
中
で
い
く
つ

か
ベ
ン
チ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
憩

し
な
が
ら
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。上

へ
上
へ
と
進
ん
で
い
く
と
、「
御
殿
山

神
社
奥
院
」と
書
か
れ
た
石
碑
の
あ

る
場
所
に
出
ま
す
。こ
こ
に
は
ベ
ン
チ

と
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
東
金
の
町
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真

③
）。

　
東
金
城
の
主
に
な
っ
た
よ
う
な
気

分
に
な
れ
る
東
金
城
跡
。写
真
③
の

場
所
ま
で
は
非
常
に
険
し
い
道
で
す

の
で
、
登
っ
て
み
た
い
方
は
細
心
の

注
意
を
は
ら
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
鑓
田
）

戦国時代の東金と
東　金　城　跡

ちょっと

気になる街角

vol.12

東金市教育委員会生涯学習課

ティシュペーパーの
歴史

☎ 0475-50-1187

（
注
１
）�一
騎
は
馬
に
乗
る
こ
と
の
で
き
る
身
分
の
人
物

一
人
の
単
位
で
、
一
騎
に
つ
き
最
低
二
～
六
名

の
兵
士
が
護
衛
に
つ
い
て
い
た
、
と
い
わ
れ
て

い
ま
す（
諸
説
あ
り
）。

（
注
２
）�山
城
は
山
の
上
に
防
衛
用
の
城
を
築
き
、
山
の

麓
に
居
住
用
の
館
を
置
く
タ
イ
プ
の
城
で
す
。

①②

③

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。
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ときめきは再生紙を使用しています。

賞品提供 :　　　 東金文化会館、　　　 山武市成東文化会館のぎくプラザ、　　　 東金市生涯学習課

（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません）

あ
て
先

応
募
方
法

5組10名 5組10名

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサート −冬−
TO-BUN クリスマスコンサート

和太鼓フェスティバル in東金Ⅱ

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、
電話番号、本誌を入手された場所と本誌への感想、差
支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは10月31日（月）消印
有効（③のみ10月14日（金））。結果の発表は当選者へ
の発送をもって代えさせていただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol.81』プレゼント係
TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294
E-mail syogai@city.togane.lg.jp

メールアドレス

1 2

10月21日（金）
19：00開演

11月19日（土）
14：00開演

12月23日（金・祝）
14：30開演

2017年1月29日（日）
13：00開演

たくさんの応募
待ってまーす

Presentプレゼント

東金 東金

3組6名 2組4名 5名

サロンコンサートvol.174
「かづみ JAZZ LIVE
 ～ INFINITY BOX ～」

アンサンブルφ
カフェタイムコンサート

東金市生涯学習課からのプレゼント
とっちーのミニバッグ3 4 5

山武 山武 生学

35名様に

東金 山武 生学

※東金市生涯学習課へ取りに来られる方
　色の指定はできません

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
ち
ー
」

syogai
テキスト ボックス

※応募の受付は終了しています。



